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９
月
１
日
は
防
災
の
日
。
防
災
の
日

は
、
大
正
12
年
９
月
１
日
に
発
生
し
た

関
東
大
震
災
に
ち
な
み
国
が
制
定
し
ま

し
た
。
こ
の
日
は
、
朝
早
く
か
ら
市
内

７
会
場
で
自
主
防
災
組
織
な
ど
市
民
約

500
人
が
参
加
し
て
、
真
庭
市
総
合
防
災

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
議
員
は
見
学
の
み
で
し
た

が
、
今
年
は
貸
与
さ
れ
た
活
動
服
を
着

用
し
、タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持
ち
、準
備
段
階

か
ら
参
加
し
ま
し
た
。
訓
練
の
様
子
を

写
真
に
撮
り
、
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
て
議

員
の
安
否
確
認
を
兼
ね
て
、
議
長
、
副

議
長
が
待
機
す
る
真
庭
市
議
会
災
害
対

策
委
員
会
へ
送
信
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
有
事
の
際
、
各
議
員
が
地
域

で
確
認
し
た
情
報
を
議
員
間
で
共
有
す

る
た
め
、
災
害
対
策
委
員
会
へ
送
信
す

る
訓
練
で
す
。
写
真
デ
ー
タ
の
容
量
が

大
き
す
ぎ
る
等
の
課
題
も
見
つ
か
り
、

今
後
議
会
運
営
委
員
会
で
対
策
を
講
じ

ま
す
。

救助工作車でケガ人を救出する訓練をタブレットで送信する様子▼市役所前で消防署のレスキュー隊が屋根をくり抜いて、 

タ
ブ
レッ
ト
　防
災
訓
練

で
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公
用
車
152
台

へ
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
を
設

置

す

る

事

業

334
万
円
、
高
齢

者
を
悪
質
な
電

話
勧
誘
か
ら
守

る

機

器

購

入

補
助
100
万
円
、

生
ご
み
等
資
源
化
施
設
整
備
事
業
１
，

　

地
方
公
務
員
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の

任
用
制
度
を
統
一
化
し
、
適
切
な
運
用
を
確

０
４
３
万
円
、
地
域
内
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
立
可
能
性
を
調
査
す
る
地
域
マ

イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
構
築
支
援
事
業
231
万

円
、
市
道
草
加
部
線
、
道
路
新
設
改
良

事
業
１
，
９
４
０
万
円
、
農
地
・
農
林

業
施
設
等
災
害
復
旧
事
業
470
万
円
、
公

共
土
木
施
設
・
河
川
等
災
害
復
旧
事
業

３
，
５
８
０
万
円
、
ま
た
基
金
と
し
て
森

林
環
境
譲
与
税
を
原
資
と
し
た
森
林
林

業
・
木
材
産
業
活
性
化
基
金
積
立
金
４
，

８
４
０
万
円
な
ど
を
可
決
し
ま
し
た
。

保
す
る
た
め
、
令
和
２
年
度
か
ら
地
方
公

務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

し
、「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
」
を
創
設

す
る
こ
と
に
伴
い
、
真
庭
市
に
お
い
て
も
条

例
を
制
定
し
ま
し
た
。

令和元年９月第４回真庭市議会9   　会期9月3日 9月26日～

1億1,788万円を可決しました

令和元年度９月補正予算

（単位：万円、千円を四捨五入）

【主な内容】今回の一般質問は15人
・補正予算3件を可決 議案17件を可決 人権擁護委員６名を同意 決算14件を認定
・陳情９件のうち、１件を採択 ３件を趣旨採択 １件を不採択
　４件を継続審査としました

494億7,474万円494億7,474万円
補正後の全会計予算額

△25億9,983万円（5.0％）減△25億9,983万円（5.0％）減
対 前 年 比

一般会計
特別会計

公営企業会計

１億５,０６８万円
１億１,７２０万円
△１億５,０００万円

２９９億５,４５０万円
１３１億８,１７９万円
６３億３,８４５万円

６.８％減
０.２％減
５.９％減

９月補正額 対前年比補正後予算額

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
334
万
円

　
　
一
般
会
計
　
主
な
歳
出

９月議会の会議録は12月上旬、ホーム
ページ及び議会事務局で閲覧できます

臨
時
・
非
常
勤
職
員
は

会
計
年
度
任
用
職
員
に

単位：万円令和元年度９月補正　会計別予算集計表

千円を四捨五入

９月補正額

15,068

0

0

11,720

0

0

0

0

0

0

11,720

0

0

△15,000

△15,000

11,788

補正後予算額

2,995,450

491,462

76,626

620,319

5,052

99,278

8,683

2,078

757

13,924

1,318,179

114,753

344,254

174,837

633,845

4,947,474

会　計　名

一　般　会　計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

介護保険特別会計

（介護サービス事業勘定）

簡易水道事業特別会計

浄化槽事業特別会計

津黒高原観光事業特別会計

クリエイト菅谷事業特別会計

温泉事業特別会計

特別会計合計

水道事業会計

下水道事業会計

国民健康保険湯原温泉病院

事業会計

公営企業会計合計

合　　　　　計

▼設置済のドライブレコーダー
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現
在
の
火
災
予
防
条
例
に「
違

反
対
象
物
を
公
表
す
る
」
制
度
が

新
設
さ
れ
ま
す
。
こ
の
条
例
は
、

病
院
・
旅
館
・
飲
食
店
そ
の
他
不

特
定
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る

建
築
物
に
つ
い
て
、
重
大
な
違
反

が
な
い
か
確
認
を
行
い
、
是
正
を

求
め
ま
す
。
令
和
２
年
４
月
１

日
以
降
、
是
正
さ
れ
な
い
場
合
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

９
月
現
在
、
何
件
の
違
反

建
築
物
が
あ
り
ま
す
か
？

現
在
３
件
あ
り
ま
す
が
、

４
月
１
日
ま
で
に
０
件
に

な
る
よ
う
是
正
指
導
し
て
い
き

ま
す
。

違
反
対
象
物
を
公
表

９月定例会９月定例会

円　

㈱
吉
谷
機
械
製
作
所

　

真
庭
市
立
幼
稚
園
保
育

料
徴
収
条
例
が
廃
止
さ
れ
、

10
月
１
日
か
ら
幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、
認
可
保
育
園
・
幼
稚
園
・

認
定
子
ど
も
園
を
利
用
す

る
３
歳
～
５
歳
児
の
利
用

料
が
無
料
に
、
０
歳
～
２
歳

児
は
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
利
用
料
が
無
料
に
な
り

火
災
予
防
条
例
を
改
正

　

議
員
立
法
で
制
定
さ
れ
た
過

疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法

が
令
和
３
年
３
月
末
に
法
期
限

を
迎
え
ま
す
が
、
引
き
続
き
総
合

的
な
過
疎
対
策
を
充
実
・
強
化
さ

れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
新
た
な
過
疎
対
策
法
を
制

定
す
る
よ
う
、
国
に
対
し
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
用
中
型

バ
ス（
33
人
定
員
）
１
台　

入
札

に
よ
る
契
約
２
，
０
４
４
万
円　

㈲
加
藤
モ
ー
タ
ー
ス

▼
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車（
蒜
山
方

面
隊
第
３
分
団
第
１
部
）
１
台　

入
札
に
よ
る
契
約
１
，
８
０
４
万

円　

㈱
吉
谷
機
械
製
作
所

▼
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車（
蒜
山
方

面
隊
第
４
分
団
第
１
部
）
１
台　

入
札
に
よ
る
契
約
１
，
８
２
６
万

ま
す
。　
　

認
可
外
施
設
等
に
つ

い
て
は
利
用
料
を
補
助
し
ま
す
。

　

給
食
費
は
、幼
稚
園
・
こ
ど
も
園

幼
稚
園
部
は
従
来
ど
お
り
実
費

が
必
要
で
す
。保
育
園
・
こ
ど
も
園

保
育
園
部
の
３
歳
～
５
歳
児
は

主
食
費
400
円
、副
食
費
４
，５
０
０

円
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
年
収
360

万
円
未
満
相
当
の
世
帯
の
子
ど

も
は
副
食
費
が
、
全
て
の
世
帯
の

第
３
子
以
後
の
子
ど
も
は
保
育

料
・
副
食
費
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

通
園
し
て
い
る
子
ど
も
の

保
護
者
に
は
チ
ラ
シ
の
配

布
に
よ
り
制
度
の
周
知
を
図
っ

て
い
ま
す
。
一
般
に
は
広
報
紙
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

▼
真
庭
市
湯
原
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー　

非
公
募
１
団
体　

指
定

先
＝（
社
福
）
真
庭
市
社
会
福
祉

協
議
会　

会
長　

松
浦
躬
行

　

５
年
間　
　

３
，２
０
５
万
円

▼
真
庭
市
コ
ス
モ
ス
の
里
特
産

品
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

公
募

１
団
体　

指
定
先
＝
び
ほ
く
農

業
協
同
組
合　

代
表
理
事
組
合

長　

平
山
薫　
　

５
年
間　
　

　

０
円

▼
勝
山
堆
肥
セ
ン
タ
ー　

公
募
１

団
体　

指
定
先
＝
㈲
エ
コ
ラ
イ
フ

商
友　

代
表
取
締
役　

河
野
文

雄　
　

５
年
間　
　

129
万
円

　「
自
立
支
援
医
療（
精
神
通
院
医

療
）
に
入
院
を
加
え
る
改
善
、
及

び
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助

成
制
度
の
対
象
者
に
精
神
障
害

者
を
加
え
る
こ
と
を
求
め
る
」
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
は
、

審
議
の
結
果
全
会
一
致
で
採
択
さ

れ
、
国
と
県
に
対
し
意
見
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

▼
北
町
公
園
・
宮
芝
公
園
・
真
庭

や
ま
び
こ
公
園
（
久
世
）　

公
募

１
団
体　

指
定
先
＝（
一
財
）
真

庭
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

代
表
理
事　

梅
井
康
司　
　

４

年
間　
　

４
，８
４
９
万
円

主な

議決
内容

稼働率が高い北町公園内の久世体育館

まにわくんは市内で21台運行しています

指
定
管
理
者
が
決
定

新
た
な
過
疎
対

策
法
の
制
定
を

車
３
台
を
購
入

陳
情

自
立
支
援
医
療

の
改
善
を

期

期

期

期

年

年

年

年

　

真
庭
市
の
施
設
を
管
理
運
営
す
る
指
定
管
理
者
が
決
定
し

ま
し
た
。　

の
次
に
書
い
て
い
る
の
は
令
和
２
年
４
月
１
日
か

ら
の
期
間
を
示
し
、　

の
次
に
書
い
て
い
る
金
額
は
１
年
間

の
指
定
管
理
料
で
す
。年

期

幼児教育・保育の無償化がスタート

ど
う
広
報
す
る
の
か
？

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

A

A

Q

Q

天の川こども園の園児たち

次
ペ
ー
ジ
へ

Q：Question=問　A：Answer=答

【採
択
】
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陳情第 6 号、第 8 号を継続審議とし、委員会再付託を求める動議
「ＣＬＴ晴海プロジェクト」を契機とした真庭市全体の地域振興についての陳情書
「ＣＬＴ晴海プロジェクト」についての陳情書
国に対し「消費税増税中止を求める意見書」の提出を求める陳情書

議席順賛否の分かれた案件

●
○
○
●

●
○
○
●

●
○
○
●

○
●
●
●
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●
●
●

●
○
○
●

○
●
●
●

○
●
●
●

●
○
○
●

●
○
○
●

●
○
○
●

●
○
○
●

●
○
○
●

○
●
●
●

○
●
●
●

○
●
●
●

○
○
○
●

●
○
○
●

●
○
○
●

○
●
●
○

●
○
○
●

●
○
○
●

●
○
○
●

氏
平
篤
正 

築
澤
敏
夫 

大
月
説
子 

小
田
康
文 

中
元
唯
資 

柿
本
健
治 

中
尾
哲
雄 

福
井
荘
助 

入
澤
廣
成 

長
尾

　修 

河
部
辰
夫 

初
本

　勝 

庄
司
史
郎 

竹
原
茂
三 

山
本
久
惠 

原

　秀
樹 

谷
本
彰
良 

柴
田
正
志

岡
﨑
陽
輔 

福
島
一
則 

古
南
源
二 

岩
本
壯
八 

妹
尾
智
之 

緒
形

　尚

て
い
る
地
域
を
少
し
で
も

早
く
活
性
化
し
て
ほ
し
い

と
い
う
意
見
で
あ
り
、
そ
の

趣
旨
は
十
分
理
解
で
き
る

の
で
、
趣
旨
採
択
に
賛
成
で

あ
る
。

陳
情
第
８
号

【
討
論
あ
り
】

【
反
対
】岡
﨑
陽
輔
議
員

　

第
８
号
に
つ
い
て
も
、
第

６
号
と
同
様
、
委
員
会
の
判

断
は
趣
旨
採
択
で
あ
る
が
、

そ
の
趣
旨
の
中
身
、
理
由
が

不
明
瞭
で
あ
る
の
で
反
対

す
る
。

【
賛
成
】長
尾
修
議
員

　

第
８
号
に
つ
い
て
も
、
第

６
号
と
同
じ
理
由
で
趣
旨

採
択
に
賛
成
す
る
。

　
令
和
２
年
４
月
の
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
施
行
に
向
け
、
公

務
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
と
自

治
体
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
待

遇
改
善
や
任
用
の
安
定
を
図
る

た
め
、
地
方
自
治
体
の
財
源
確
保

等
を
国
に
求
め
る
も
の
で
す
。
全

会
一
致
で
趣
旨
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

　
国
に
対
し「
消
費
税
増
税
中
止

を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求

め
る
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
、
委
員

会
の
決
定
と
お
り
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。

【討
論
あ
り
】

【不
採
択
に
反
対
】岡
﨑
陽
輔
議
員

　

①
増
税
は
、
１
世
帯
当
た
り

年
８
万
円
の
負
担
増
だ
。
事
業

者
の
納
税
額
は
２
倍
だ
。
消
費

税
は
廃
止
。
②
税
収
累
計
372
兆

円
。
法
人
３
税
の
減
税
額
291
兆

円
８
割
が
法
人
事
業
税
減
税
に

消
え
た
。
社
会
保
障
の
財
源
に

な
ら
な
い
。
③
複
数
税
率
導
入
・

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
な
ど
消
費

者
・
事
業
者
の
負
担
と
混
乱
は

必
至
。

【不
採
択
に
賛
成
】谷
本
彰
良
議
員

　

増
税
が
国
民
生
活
に
影
響
を

与
え
る
の
は
必
至
で
は
あ
る
が
、

増
税
へ
の
移
行
準
備
が
完
了
し

て
い
る
こ
の
時
期
に
提
出
さ
れ

て
い
る
こ
と
や
、
社
会
保
障
費
を

賄
う
た
め
の
増
税
で
あ
り
、
代
替

案
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
持
続
可

能
な
社
会
を
維
持
す
る
た
め
に

も
増
税
は
や
む
を
え
な
い
と
判

断
し
不
採
択
に
賛
成
。

▼
陳
情
第
６
号「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
晴

海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
契
機

と
し
た
真
庭
市
全
体
の
地

域
振
興
に
つ
い
て
の
陳
情
書

▼
陳
情
第
８
号「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
晴

海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
真
庭

産
材
の
活
用
と
Ｐ
Ｒ
に
つ

い
て
の
陳
情
書

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

か
ら
陳
情
２
件
を
趣
旨
採

択
と
す
る
報
告
に
対
し
、
岡

﨑
議
員
か
ら
継
続
審
議
、再

付
託
を
求
め
る
動
議
が
あ

り
、
起
立
少
数
に
よ
り
否
決

さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
委
員

会
の
決
定
ど
お
り
趣
旨
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

▼
陳
情
第
６
号
【討
論
あ
り
】

【
反
対
】岡
﨑
陽
輔
議
員

　

陳
情
第
６
号
に
つ
い
て

は
、
先
ほ
ど
の
委
員
長
報
告

は
趣
旨
採
択
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
ま
だ
全
体
の

理
解
、
趣
旨
の
中
身
等
不
十

分
な
の
で
こ
れ
を
採
決
す

べ
き
で
は
な
い
、
趣
旨
の
採

択
も
す
べ
き
で
な
い
と
思

う
の
で
反
対
す
る
。

【
賛
成
】長
尾
修
議
員

　

６
月
定
例
会
で
晴
海
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
か
か
わ
る

調
査
費
が
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
、
継
続
だ
っ
た
本
陳

情
を
委
員
会
で
審
議
し
、
陳

情
の
趣
旨
は
理
解
し
た
。
執

行
部
は
陳
情
内
容
を
尊
重

し
、
我
々
に
調
査
報
告
、
晴

海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容

を
示
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
審

議
を
進
め
る
た
め
に
も
趣

旨
採
択
に
賛
成
す
る
。

【
反
対
】柿
本
健
治
議
員

　

本
事
業
を
推
進
す
べ
き

か
ど
う
か
、
執
行
部
も
検
討

し
て
い
る
し
、
議
会
も
鋭
意

検
討
し
て
い
る
段
階
で
、
趣

旨
採
択
と
い
う
極
め
て
あ

い
ま
い
な
判
断
の
決
定
を

す
る
案
件
で
な
い
。
本
事
業

を
推
進
す
る
事
に
よ
っ
て
、

地
域
の
活
性
化
、
観
光
振
興

に
寄
与
す
る
と
い
う
判
断

が
出
来
る
か
調
査
し
な
が

ら
判
断
す
べ
き
で
現
段
階

に
お
け
る
趣
旨
採
択
に
反

対
す
る
。

【
賛
成
】　
本
勝
議
員

　

本
陳
情
は
、
こ
の
疲
弊
し 

主な

議決
内容

４
階
傍
聴
席
は
市
民
席

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
議
会
開
会

中
に
真
庭
市
役
所
４
階
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
議
場
の
入
り
口
で
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
を
ご
記
入
い
た
だ
け
れ
ば
、
簡
単
に
傍 

聴
席
へ
お
入
り
い
た
だ
け
ま
す
。
傍
聴
席
は

30
席
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
会
議
の
様
子
は
真
庭
い
き
い
き

テ
レ
ビ
で
生
中
継
さ
れ
て
い
ま
す
。
議
員
の

発
言
の
際
、
傍
聴
席
が
生
中
継
に
映
り
込
む

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▶
傍
聴
席
入
口

前
ペ
ー
ジ・
陳
情
か
ら

晴
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
地
域
振
興

自
治
体
臨
時
職
員
の
地
位

・
待
遇
改
善
を

消
費
税
増
税
中
止
を
求
め
る

晴
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
真
庭
産
材
の
活
用

〇は賛成　●は反対古南源二は議長職のため評決に参加しない　敬称略

　
晴
海
に
建
設
中
の
パ
ビ
リ
オ
ン

4

９月定例会９月定例会



９月定例会９月定例会

監査委員の報告から抜粋
　経常収支比率は89.8％で、前年

度に比べ1.4ポイント硬直化が進

み、財政力指数も0.298と前年度に

比べ0.003ポイント低下した。また、

実質公債費比率は9.8％で、前年度

に比べ0.8ポイント高くなっている

が、将来負担比率は前年度に引き

続き、充当可能な財源が将来負担

額を上回っており、実質的に21.8ポ

イント改善している。

　将来にわたり安定的な財政運営

を維持できるよう、今後とも行政改

革推進と財政基盤の強化に努めら 

れたい。

　平成30年度一般会計及び特別

会計を合わせた決算額は歳入449

億1,003万円、歳出426億3,361万円

であり、差引額は22億7,642万円の

黒字となりました。一般会計、特別

会計、企業会計決算14件はいずれ

も認定となりました。

　決算審査特別委員会は、９月10日の本会議で付託された平成30年度
真庭市一般会計決算の認定のほか、特別会計、企業会計、計14件につい
て９月17日、18日に審査しました。その概要と監査委員から報告があり
ました財政状況の内容をお知らせします。

一般会計歳出決算額 296億175万円 20億5,762万円の黒字

財政力指数

経常収支比率

実質公債費比率

将来負担比率

0.301

88.4%

9.0%

-

0.298

89.8%

9.8%

-

区　分 平成29年度 平成30年度

一般会計における財政分析の状況

４つの企業会計（資本収支の掲載は省略しました）

市税

地方消費税交付金

地方交付税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

繰入金

繰越金

諸収入

市債

その他

合計

505,290 

84,888 

1,419,120 

33,540 

40,317 

215,147 

163,784 

90,954 

143,006 

44,330 

333,370 

92,192 

3,165,938 

16.0 

2.7 

44.8 

1.1 

1.3 

6.8 

5.2 

2.9 

4.5 

1.4 

10.5 

2.9 

100.0 

款 収入済額 構成
比率

一般会計歳入一覧表 単位：万円

単位：万円

千円を四捨五入

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

諸支出金

合計

22,037 

362,405 

723,361 

261,279 

171,710 

73,216 

264,230 

112,179 

296,039 

100,631 

405,938 

167,149 

2,960,175 

0.7 

12.2 

24.4 

8.8 

5.8 

2.5 

8.9 

3.8 

10.0 

3.4 

13.7 

5.6 

100.0 

款 支出済額 構成
比率

一般会計歳出一覧表 単位：万円

決 算
平成

30年度

委員長
福井荘助

副委員長
柴田正志

財政調整基金

減債基金

土地開発基金

未来を担う人応援基金

振興基金

情報化施設整備基金

ふるさと真庭応援基金

真庭市立学校施設整備基金

真庭市認定こども園等施設整備基金

公共施設整備等基金

旧遷喬尋常小学校整備利活用基金

国民健康保険事業基金

その他

合計

1,186,698 

218,886 

40,465 

97,216 

240,596 

65,384 

20,800 

38,280 

31,393 

914,286 

4,960 

66,262 

38,442 

2,963,667 

基金名 現在高

基金（平成31年３月31日現在）単位：万円

単位：万円

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

介護保険（介護サービス事業勘定）

簡易水道事業

浄化槽事業

津黒高原観光事業

クリエイト菅谷事業

温泉事業

合計

507,558 

71,451 

599,918 

4,634 

95,128 

9,014 

2,846 

761 

11,877 

1,303,186 

区　分

２億１，８８０万円の黒字	
特別会計歳出１３０億３，１８６万円

歳出決算額

今年９月から市役所本庁舎市民課に、受付番号発券機が設置されました

委員長席

国民健康保険湯原
温泉病院事業会計

水道事業会計

事業収益

事業費用

事業収益

事業費用

146,785 

148,963 

68,316 

62,069 

下水道事業会計

農業共済特別会計

事業収益

事業費用

事業収益

事業費用

172,758 

171,938 

25,086 

25,040 
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Senshinchi Shisatsu REPORT 先・進・地・視・察・レ・ポ・ー・ト

　私たち文教厚生常任委員会は、7 月、聴覚障害

者サークルとの意見交換会を実施しました。その

中で、ろう者の方々は「真庭市に手話言語条例を

作って欲しい」と切実な声を寄せてくれました。

手話の苦難の歴史とともに手話が言語であるこ

とを学びました。今では、全国全ての自治体で採

択された、手話言語法制定を求める意見書を全国

最初に採択し、手話言語条例の先進地白山市を視

察しました。

　白山市の取り組みは、市の総合計画の理念であ

る、「健康都市　白山」として、健康で笑顔あふれ

る元気都市として、まちづくりの方向性が明確で

した。その中で、障害を理由とする差別解消の基

本理念を定める共生のまちづくり条例（2017年 10

月）また、手話言語条例（2018 年４月）がしっか

り位置付けられています。条例制定前から共生の

まちづくり専門委員会を設置し、庁舎内はもちろ

ん、幅広い市民論議を経て底地をつくりながら条

例制定を進めています。それは条例制定後、差別

解消のまちづくり支援協議会設置に繋がってい

ます。手話言語条例の基本に共生のまちづくり条

例があることも認識できました。

　障害の有る無しに関わらず、誰もが暮らしやす

い共生のまちづくり白山の取り組みは、住みよさ

ランキング全国一（東洋経済新報社発表）の基本

となっています。

（文：岡﨑）

総
務
常
任
委
員
は
大
分
県
日

田
市
を
視
察
し
た
。
日
田
市
は
平
成

の
大
合
併
で
２
町
３
村
を
吸
収
し
た

た
め
に
、
人
口
７
万
４
千
人
と
な
っ

た
が
、
合
併
か
ら
の
14
年
間
で
９
千

人
が
減
少
。
65
歳
以
上
の
高
齢
化
率

も
26
％
か
ら
34
％
へ
と
少
子
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
。

　

日
田
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
厳
し

い
現
状
を
ふ
ま
え
、
こ
れ
か
ら
の
地

方
創
生
に
向
け
た
取
り
組
み
の
実
現

に
あ
た
り
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
が
推
計
す
る
２
０
６
０
年

の
人
口
３
万
５
千
人
に
対
し
、
５
万

人
の
人
口
維
持
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
べ
く
、
日
田
市
版
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
で
は
、「
地
域

力
日
本
一
・
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
」
と
し
て
４
つ
の
基
本
目
標
を
掲

げ
、
安
定
し
た
雇
用
の
創
出
、
新
し
い

人
の
流
れ
を
作
る
移
住
の
促
進
、
結

婚
か
ら
子
育
て
ま
で
の
切
れ
目
の
な

い
支
援
、
共
助
の
地
域
づ
く
り
な
ど

の
施
策
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
手
厚
い
施
策
と
相
ま
っ

て
、
日
田
市
は
九
州
の
中
心
で
も
あ

る
福
岡
市
ま
で
、
高
速
バ
ス
で
１
時

間
で
行
く
こ
と
が
出
来
る
地
の
利
を

生
か
し
て
、
目
標
を
大
き
く
上
回
る

移
住
や
Ｕ
タ
ー
ン
の
実
績
を
上
げ
て

い
る
。
県
外
か
ら
の
移
住
者
数
は
、３

年
連
続
大
分
県
内
で
１
位
。
九
州
管

内
か
ら
の
移
住
、
特
に
福
岡
県
か
ら

の
移
住
が
多
い
。　

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
近
く

の
温
泉
地
も
移
住
先
と
し
て
人
気

が
高
く
、
真
庭
市
も
工
夫
次
第
で
は

可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
：
谷
本
）

日
田
市
の
移
住
施
策

総務
大分県
日田市

３
年
連
続
移
住
者

大
分
県
１
位

住みよさランキング２０１９
全国１位　共生のまち白山

８月７日 大分県日田市：日田市役所
８月８日 大分県別府市：別府市役所

▶
日
田
市
議
会
議
場

福島 古南 山本
有元部長

事務局
赤松

原
入澤 築澤

谷本 小田

▶
白
山
市
議
会
議
場
　
　
　
　

上島部長 氏平 中尾 柿本 岡﨑 大月 竹原 妹尾 柴田 事務局
神田

共生のまちづくり
と手話言語条例
白
山
市

石
川
県
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Senshinchi Shisatsu REPORT

　富山型デイサービスとは、平成５

年に富山赤十字病院を退職した３人

の看護師が開所したデイケアハウス「このゆび

とーまれ」において、赤ちゃんからお年寄り、障

害のあるなしに関わらず受け入れたことから始

まり、後に「富山型」と言われるようになりまし

た。開設の中心人物惣万佳代子さんは、後にナイ

チンゲール記章を受賞され、富山型デイサービス

の制度化にもつながりました。

　富山型デイサービスは、「小規模」「共生」「地域

密着」がキーワードで、平成 18 年に障害者自立

支援法が改正され、富山型デイサービスの全国展

開が可能になりました。つまり、基準該当事業所

のデイサービスの定員内であれば、介護保険適応

の高齢者も、総合支援法適応の障害者も、児童福

祉法適応の障害児も、さらには法廷外の乳児（実

費）も利用することが可能です。また、平成 29 年

の障害者総合支援法等改正で、「共生型サービス」

の報酬が創設され、通所していた障害者が共生型

施設で働くことが可能になれば、Ｂ型事業所とし

て認めることにもなりました。

　真庭市への導入の可能性については、①共生型

サービスの報酬の低さ。②真庭市の補助金の可能

性。等の問題は有りますが、地域住民を巻き込み

空き家を活用した小規模多機能事業所として行え

ば、真庭市が取り組む「誰ひとり取り残さない地

域づくり」というＳＤＧｓの理念にも繋がります。

　（文：大月）

　

大
分
県
と
別
府
市
と
私
立
大
学
の
協

働
に
よ
り
誘
致
し
た
「
立
命
館
ア
ジ
ア

太
平
洋
大
学
」
を
視
察
し
た
。
人
口
は
、

令
和
元
年
５
月
現
在
で
11
万
７
千
人
で

う
ち
外
国
人
４
千
４
百
人
で
留
学
生
は

３
千
４
百
人
と
人
口
３
％
を
占
め
て
い

る
。
（
真
庭
市
は
0.6
％
）
出
身
国
は
、
中

国
・
韓
国
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
大
半
で

上
位
10
位
は
、
全
て
ア
ジ
ア
圏
が
占
め

て
い
る
。
留
学
生
の
人
数
と
し
て
は
全

国
で
５
番
目
で
あ
る
。

　

大
学
誘
致
の
経
緯
は
、
県
と
市
が
協

力
し
、
国
際
化
を
目
指
す
と
し
て
政
策

を
掲
げ
、
別
府
市
と
し
て
は
観
光
客
の

減
少
も
あ
り
、
ア
ジ
ア
の
活
力
・
成
長
力

を
取
入
れ
た
い
と
の
背
景
が
あ
っ
た
。

大
学
へ
の
補
助
金
は
、
設
立
当
初
の
み

拠
出
し
た
と
の
こ
と
。
留
学
生
、
外
国

人
労
働
者
、
大
学
、
行
政
、
市
民
を
つ

な
ぐ
た
め
、
多
文
化
共
生
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
外
国
人
と
地
域
の
交
流
・
市

民
の
外
国
語
を
学
ぶ
機
会
の
促
進
・
行

政
の
外
国
語
対
応
力
の
向
上
・
国
際
化

自
体
を
市
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
す

る
等
を
具
体
的
な
施
策
の
ベ
ー
ス
と
し

た
。
ま
た
、
市
で
は
「
外
国
人
留
学
生

地
域
活
動
助
成
金
」
の
事
例
と
し
て
、

ベ
ト
ナ
ム
文
化
の
日
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

文
化
祭
・
イ
ス
ラ
ム
文
化
ま
つ
り
・
空

き
店
舗
利
用
で
の
美
術
展
・
市
民
と
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
等
に
助
成
金
の
支
給
が

あ
る
。
ま
た
、
市
窓
口
で
の
外
国
語
対

応
強
化
と
し
て
、
日
常
生
活
に
密
着
し

た
部
署
で
の
対
応
の
た
め
職
員
全
体
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う
に
英
語
講
座
も

開
設
し
て
い
る
。
市
に
語
学
専
門
の
非

常
勤
職
員
を
配
置
し
あ
ら
ゆ
る
問
題
に

対
応
し
て
い
る
。
市
の
意
気
込
み
に
感

銘
し
た
。

　
　
　

（
文
：
原
）

公
私
協
力
で
大
学
誘
致

富山型デイサービスの導入

大分県
別府市

富
山
市

富
山
県

国
際
大
学
を
起
点

と
し
た
地
域
活
性
化

小規模・共生・地域密着

富山市職員から説明を受けました

萩野別府市議会議長から歓迎あいさつを受けました

文教
厚生

８月20日 富山県富山市：富山市役所
８月21日 石川県白山市：白山市役所
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■
「
な
り
わ
い
塾
」
で
地
域
を
元
気
に

　

平
成
28
年
度
か
ら
中
和
地
区
で
行
わ
れ

て
き
た
人
材
育
成
塾
「
真
庭
な
り
わ
い
塾
」

　

本
委
員
会
で
は
、
６
月
12
日
、
８
月
20

日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
各
担
当
部
局
の

出
席
を
求
め
、
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
意
見
交
換
会
・
先
進
地
視
察
を
実
施

　

８
月
１
日
に
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
配
置

さ
れ
た
兼
任
型
の
集
落
支
援
員
の
皆
さ
ん

と
の
意
見
交
換
会
を
、
ま
た
、
８
月
７
日
・

８
日
に
、
大
分
県
日
田
市
と
別
府
市
へ
の
先

進
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。（
詳
細
は
「
先

進
地
視
察
」・「
議
会
の
動
き
」
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。）

■
高
等
教
育
機
関
立
地
の
可
能
性
に
挑
戦

　

定
住
人
口
の
増
加
や
市
の
活
性
化
に
つ

な
げ
る
た
め
、
真
庭
の
特
性
を
生
か
し
た

高
等
教
育
機
関
の
誘
致
や
整
備
が
可
能
か

ど
う
か
を
調
査
す
る
取
り
組
み
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
高
等
教
育
機
関
の
立
地
に

よ
っ
て
得
ら
れ
る
様
々
な
効
果
、
全
国
の

状
況
、
地
域
の
特
性
を
ふ
ま
え
た
分
析
や

大
学
等
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
課
題
を

整
理
し
、
立
地
に
向
け
た
検
討
の
た
め
の

基
礎
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

高
等
教
育
機
関
の
設
置
は
、
地
元
の
人

に
つ
い
て
、呰
部
商
店
街
の
活
性
化
や
農
泊

推
進
等
な
ど
の
取
り
組
み
を
ふ
ま
え
、実
践

的
な
学
び
の
場
と
し
て
、新
た
に
北
房
地
区

で
の
開
催
を
目
指
し
、
地
域
と
調
整
を
行
っ

て
い
る
こ
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
４
期
生
24
人
が
活
動
す
る
「
真
庭

な
り
わ
い
塾
」
は
、
卒
塾
生
の
う
ち
５
人

が
真
庭
へ
移
住
し
、
集
落
支
援
員
や
地
域

お
こ
し
協
力
隊
な
ど
の
様
々
な
方
面
で
活

躍
中
で
す
。

　

移
住
の
み
な
ら
ず
、
都
市
部
か
ら
通
う

塾
生
が
、
地
域
で
暮
ら
す
人

た
ち
に
出
会
い
な
が
ら
農

山
村
へ
の
理
解
を
深
め
、
自

ら
暮
ら
し
を
創
る
力
を
養

う
と
と
も
に
、
地
域
や
住
民

ら
が
共
に
成
長
で
き
る
仕

組
み
も
構
築
さ
れ
つ
つ
あ

り
、
さ
ら
な
る
交
流
人
口
の

拡
大
に
つ
な
が
る
施
策
と

し
て
、
議
会
に
お
い
て
も
今

後
の
展
開
を
注
目
し
て
い

ま
す
。

北
房
で
開
催
す
る
な

り
わ
い
塾
に
つ
い
て
、

中
和
と
北
房
が
大
き
く
違
う

ポ
イ
ン
ト
は
何
か
。

北
房
地
域
に
お
い
て

は
、「
経
済
」
と
い
う

部
分
を
ど
う
し
て
も
外
せ

な
い
こ
と
か
ら
、「
経
済
」
を

取
り
入
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

材
を
引
き
留
め
る
と
と
も
に
、
外
部
か
ら

若
者
を
呼
び
込
む
こ
と
で
、
ま
ち
に
賑
わ

い
を
も
た
ら
す
効
果
が
期
待
で
き
ま
す

が
、
少
子
化
が
進
行
す
る
社
会
状
況
を
ふ

ま
え
る
と
、
経
営
リ
ス
ク
な
ど
の
課
題
を

含
め
た
検
討
が
必
要
で
す
。

　

委
員
か
ら
は
、
市
民
の
関
心
も
高
い
事
業

で
あ
り
、
検
討
を
始
め
た
以
上
は
き
ち
ん
と

し
た
成
果
が
出
る
よ
う
、
不
退
転
の
決
意
で

取
り
組
む
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
は
い
つ
出
る
の
か
。
ま

た
、
市
と
し
て
の
方
針
を
い
つ
ご
ろ

ま
で
に
定
め
て
い
く
の
か
。

基
礎
調
査
が
終
了
す
る
来
年
２
月

に
、
材
料
が
そ
ろ
っ
た
段
階
か
ら
検

討
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
今
年
度
中
に

方
針
を
出
す
こ
と
は
困
難
。
来
年
度
の
総

合
計
画
等
の
見
直
し
と
あ
わ
せ
て
、
十
分

検
討
し
て
い
き
た
い
。

高
等
教
育
機
関
に
は
短
大
・
大
学
・
専

門
学
校
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ

る
が
、
現
段
階
で
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
想

定
し
て
い
る
の
か
。

限
定
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
至
っ
て

お
ら
ず
、
出
て
き
た
デ
ー
タ
を
基
に

時
間
を
か
け
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

《

総

合

政

策

部

》

A

AA Q

Q

Q

総務常任委員会総務常任委員会

Q：Question=問　A：Answer=答

「聞き書き」を通して地域を学ぶ、真庭なりわい塾の塾生たち　中和地区
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本
委
員
会
で
は
、
６
月
11
日
、
８
月
22

日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
各
担
当
部
局
の

出
席
を
求
め
、
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
園
視
察
・
意
見
交
換
会
・
先
進
地
視
察

　

を
実
施

　

７
月
８
日
・
10
日
・
12
日
に
、
真
庭
市

内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
・
こ
ど
も
園
の
視

察
を
、
７
月
11
日
に
真
庭
市
聴
覚
障
害
者

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
会
や
ま
な
み
の

皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
会
を
、
ま
た
、
８

月
20
日
・
21
日
に
、
富
山
県
富
山
市
と
石

川
県
白
山
市
へ
の
先
進
地
視
察
を
行
い
ま

し
た
。
（
詳
細
は
「
先
進
地
視
察
」・「
議
会

の
動
き
」
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

■
悪
質
電
話
の
被
害
を
防
ぐ

　

く
ら
し
安
全
課
か
ら
悪
質
電
話
被
害
防

止
事
業
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

悪
質
な
電
話
勧
誘
の
被
害
を
防
ぐ
た

め
、「
通
話
録
音
装
置
」「
自
動
着
信
拒
否

装
置
」の
購
入
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。
補

助
対
象
者
は
市
内
在
住
の
満
65
歳
以
上
の

者
の
み
の
世
帯
と
、昼
間
に
満
65
歳
以
上
の

み
に
な
る
世
帯
で
す
。
補
助
対
象
金
額
は
、

購
入
・
設
置
に
要
す
る
経
費
の
２
分
の
１
以

円
の
補
正
予
算
の
要
求
で
す
が
、
給
食
調

理
に
係
る
光
熱
水
費
、
食
材
等
を
は
じ
め
、

様
々
な
経
費
の
削
減
が
見
込
め
、
５
年
間

で
１
，
１
５
３
万
円
の
削
減
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。こ

の
効
率
化
に
よ
っ
て
利
用
者
へ
の

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は
無
い
の
か
。

栄
養
士
と
も
協
議
を
し
て
結
論
に

至
っ
て
い
る
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
は
無
い
。

■
湯
原
保
健
福
祉
セ

　

ン
タ
ー
の
業
務
効

　

率
化
を
目
指
し
て

　

高
齢
者
支
援
課
よ

り
と
し
て
湯
原
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
業

務
効
率
化
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
か
ら

湯
原
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
指
定
管
理
者

が
行
っ
て
い
る
業
務

の
う
ち
、
給
食
調
理
業

務
の
一
部
を
湯
原
温

泉
病
院
へ
委
託
し
、
業

務
・
施
設
を
効
率
化

し
、
経
費
の
削
減
を
図

る
も
の
で
す
。

　

湯
原
温
泉
病
院
か

ら
湯
原
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
へ
の
給
食
運

搬
経
費
と
食
器
の
購

入
費
と
し
て
、　

302
万

内
で
上
限
５
，
０
０
０
円
で
す
。
Ｐ
Ｒ
方
法

は
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
ま
に
わ
の
わ
」

と
連
携
し
た
設
置
の
勧
奨
や
、
家
電
販
売

店
等
で
の
Ｐ
Ｒ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

真
庭
市
で
は
特
殊
詐
欺
の
被
害
は
減
少

傾
向
で
す
が
、
電
話
に
よ
る
消
費
者
被
害

の
相
談
は
依
然
と
し
て
多
く
、
高
齢
者
が

被
害
に
遭
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
高
齢

者
の
悪
質
電
話
被
害
の
防
止
や
安
心
し
て

電
話
に
出
ら
れ
、
家
族
も
安
心
で
き
る
効

果
が
本
事
業
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
生
ご
み
等
資
源
化
施
設
整
備
事
業
者
選

　

定
に
向
け
て

　

環
境
課
か
ら
生
ご
み
等
資
源
化
施
設
整

備
に
係
る
事
業
者
選
定
の
委
託
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
施
設
整
備
手
法
の

検
討
や
事
業
者
選
定
等
の
事
務
支
援
業
務

を
委
託
す
る
も
の
で
、
外
部
委
員
で
構
成

す
る
「
事
業
者
選
定
委
員
会
」
を
立
ち
上

げ
、
事
業
者
選
定
に
係
る
審
査
等
を
行
い

ま
す
。

　

事
業
者
選
定
委
員
会
で
検
討
さ
れ
る
運

営
形
態
に
は
、
公
設
公
営
を
は
じ
め
、
民

間
関
与
の
度
合
い
の
大
小
に
よ
り
、
様
々

な
手
法
が
あ
り
、
真
庭
市
に
あ
っ
た
手
法

を
検
討
し
ま
す
。

A Q

文教厚生常任委員会文教厚生常任委員会

《

生
活
環
境
部
》

《

健

康

福

祉

部

》

Q：Question=問　A：Answer=答

本庁舎・各振興局に設置されているバイオ液肥スタンド
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は
、
今
後
２
年
継
続
し
て
行
う
こ
と
を
予

定
し
て
い
る
。

真
庭
観
光
局
と
各
地
の
観
光
協
会
と

の
関
係
性
は
ど
う
変
化
し
た
の
か
。

真
庭
観
光
局
と
各
観
光
協
会
は
、
真

庭
観
光
局
が
新
た
に
設
立
さ
れ
、
各

地
に
あ
る
観
光
協
会
は
、
従
来
ど
お
り
の

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
将
来
的
に
観
光
協

会
と
真
庭
観
光
局
、
ど
の
よ
う
に
共
存
し

て
い
く
か
課
題
と
考
え
て
い
る
。

　

本
委
員
会
で
は
、
５
月
31
日
、
６
月
13

日
、
８
月
21
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
各

担
当
部
局
の
出
席
を
求
め
、
調
査
研
究
を

行
い
ま
し
た
。

■
真
庭
観
光
局
の
事
業
は

　

産
業
政
策
課
か
ら
、
一
般
社
団
法
人
真

庭
観
光
局
の
令
和
元
年
度
事
業
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
事
業
で
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
、
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
法
人
か
ら
認
定

法
人
へ
移
行
す
る
こ
と
、
短
期
の
取
組
と

中
長
期
の
取
組
を
明
確
化
し
た
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
誘
客
事
業
の
実
施
、
バ
イ
オ
マ
ス
ツ

ア
ー
や
滞
在
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
教
育
旅

行
の
促
進
等
、
収
益
事
業
の
強
化
を
図
る

と
の
こ
と
で
す
。

イ
ス
ラ
ム
の
方
々
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
た
観
光
客
誘
致
の
進
捗
状
況
は
。

ム
ス
リ
ム
（
イ
ス
ラ
ム
教
徒
）
の

誘
客
は
、
岡
山
連
携
中
枢
都
市
圏

と
し
て
、
岡
山
市
、
吉
備
中
央
町
と
連
携

し
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
事
業

で
、
観
光
局
で
は
な
く
、
市
が
主
体
と
し

て
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
事
業

Q

年
度
中
５
回
、
真
庭
市
蒜
山
地
域
振

興
計
画
基
本
構
想
策
定
委
員
会
を

開
催
し
、
年
内
中
に
は
来
年
度
予
算
に
向

け
て
中
間
報
告
と
し
て
資
料
を
ま
と
め
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

■
令
和
元
年
７
月
豪
雨
の
状
況
は

　

建
設
課
か
ら
令
和
元
年
７
月
豪
雨
の
状

況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
７
月
８
日
、
９
日
に
主
に
蒜

山
地
区
に
て
集
中
豪
雨
が
発
生
し
、
河
川

の
氾
濫
、
護
岸
の
崩
壊
、
市
道
法
面
崩
落

な
ど
市
道
や
河
川
16
カ
所
で
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
が
、
速
や
か
な
復
旧
に

向
け
取
り
組
む
と
の
こ
と
で
し
た
。

■
旧
真
庭
市
樹
皮
処
理
加
工
施
設
を
譲
渡

　

勝
山
振
興
局
か
ら
、
旧
真
庭
市
樹
皮
処

理
加
工
施
設
の
譲
渡
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

本
施
設
は
昨
年
３
月
議
会
で
用
途
廃

止
と
な
り
ま
し
た
が
、
民
有
地
に
設
置
し

て
い
た
た
め
、
建
物
を
解
体
し
て
地
権
者

へ
返
還
す
る
こ
と
が
基
本
で
す
が
、
地
権

者
よ
り
借
地
の
売
却
要
望
が
あ
り
、
市
と

し
て
も
土
地
と
共
に
建
物
を
売
却
で
き

れ
ば
取
り
壊
し
費
用
が
削
減
で
き
る
こ

と
か
ら
、
売
却
先
を
公
募
し
、
解
体
処
分

費
が
１
，
１
１
７
万
円
必
要
な
こ
と
を
勘

案
し
無
償
で
の
譲
渡
と
し
た
と
の
こ
と

で
す
。

■
蒜
山
地
域
振
興
計
画
基
本
構
想
の
策
定

　

に
向
け
て

　

産
業
政
策
課
か
ら
、
蒜
山
地
域
の
観

光
を
は
じ
め
、
よ
り
回
遊
性
を
高
め
る

た
め
の
地
域
振
興
計
画
策
定
に
携
わ
り
、

様
々
な
デ
ー
タ
分
析
等
を
行
う
「
真
庭

市
蒜
山
地
域
振
興
計
画
基
本
構
想
策
定

業
務
」
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
の
結
果
、

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ

サ
ー
チ
＆
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ

株
式
会
社
に
決

定
し
た
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ

ビ
リ
オ
ン

は
来
年
度
移
築

す
る
計
画
と
聞

い
て
い
る
が
、
費

用
対
効
果
等
不

明
な
点
が
多
す

ぎ
る
。
年
内
に
報

告
を
ま
と
め
る

よ
う
業
者
に
言
っ

て
い
る
の
か
。

《

建

設

部

》

《
勝
山

振
興
局
》

A

A

A

《

産

業

観

光

部

》

産業建設常任委員会産業建設常任委員会

Q

Q
湯原温泉街を散策するムスリムの観光客

Q：Question=問　A：Answer=答 10



一般質問一般質問

　

そ
の
反
面
、
学
校
教
育
を
支

え
る
教
師
達
の
長
時
間
労
働
が

深
刻
な
状
況
に
あ
る
。
教
師
の

働
き
方
を
見
直
す
学
校
の
働

き
方
改
革
が
重
要
に
な
る
。
教

師
も
子
ど
も
も
時
間
は
有
限
で

す
。
優
先
順
位
を
つ
け
、
時
間

を
ど
の
様
に
配
分
し
て
、
子
ど

も
達
に
効
果
的
な
教
育
活
動
を

有
限
の
時
間
の
中
で
ど
の
様
に

行
っ
て
行
く
の
か
。
何
の
為
に

何
を
す
る
の
か
。
慣
例
的
に
行

わ
れ
て
き
た
学
校
の
業

務
も
優
先
順
位
を
つ
け

廃
止
す
る
等
の
改
革
も

必
要
で
は
な
い
か
。

　

教
育
も
福
祉
も
地
域

と
の
協
働
が
重
要
。
協
働

な
く
し
て
行
政
運
営
は
出

来
な
い
。
市
長
に
は
総
論

を
、
教
育
長
に
は
各
論
で

の
見
解
を
伺
う
。

　

教
育
関
係
の
改
革
が
一

番
鈍
か
っ
た
。
教
育
関
係

の
改
革
は
、
普
遍
的
な
も

の
を
求
め
る
べ
き
で
対
話
や
協

調
な
ど
自
分
の
頭
で
考
え
抜
く

力
を
身
に
つ
け
る
事
が
重
要
。
真

庭
市
の
教
育
大
綱
で
は
、
市
民
一

人
一
人
が
個
性
や
能
力
を
十
分

伸
ば
す
こ
と
。
そ
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
応
援
し
合
う
ま
ち
を
基

本
理
念
と
し
て
い
る
。
教
員
が
健

康
で
、
現
状
を
改
善
し
授
業
の
工

夫
、
充
実
と
い
う
本
来
の
仕
事
に

全
力
で
取
り
組
め
る
よ
う
に
す

る
事
が
最
も
必
要
で
あ
る
。　

　

学
校
教
育
が

将
来
に
渡
っ
て
持

続
・
発
展
し
て
い

く
為
に
、
業
務
の

見
直
し
や
効
率

化
を
含
め
多
角

的
に
改
革
を
検

討
す
る
。

　

▼
学
校
中
で
の

対
話
づ
く
り
▼
適

切
な
勤
務
時
間
管

理
と
仕
事
の
効
率

化
や
工
夫
▼
学
校

と
地
域
の
協
働
を

重
点
に
、
家
庭
・
地

域
で
担
う
こ
と
を

考
え
学
校
教
育
の

質
の
向
上
、
家
庭

環
境
の
充
実
、
地

域
の
活
性
の
好
循

環
を
願
い
何
の
た

め
に
行
っ
て
い
る

の
か
を
き
ち
ん
と

議
論
す
る
。

　

新
し
い
時
代
の
教
育
の
為

に
、
学
校
の
働
き
方
改
革
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
今
の
子
ど
も

達
が
生
き
て
い
く
未
来
は
、
Ｉ

Ｏ
Ｔ
・
人
工
知
能
・
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ

ト
な
ど
様
々
な
技
術
の
進
展
に

よ
り
変
化
の
激
し
い
時
代
と
な

る
。
子
ど
も
達
に
は
、
次
の
時

代
を
切
り
拓
く
為
に
必
要
な
力

が
求
め
ら
れ
、
そ
の
力
を
育
む

為
に
今
以
上
に
学
校
が
教
育
活

動
に
力
を
注
ぐ
必
要
が
あ
る
。 古南源二議長（右）と左の人は誰？　答え下

問原
　

秀

樹

答
太
田
市
長

学
校
の
働
き
方
改
革
の

実
態
は

答
三
ツ

教
育
長

答：河本京子議会事務局長

▶
写
真
は
広
報
真
庭
の
嶋
田
主
査
、議
長
席
か
ら
撮
影

岡﨑 福島 岩本古南 質問席

答弁席

妹尾 緒形

庄司

大月 中尾 入澤
原

小田 福井 長尾
柴田

谷本
中元 柿本

酢本 竹原 山本
築澤

河部
氏平

教員の対話促進に木製の円卓導入

太田昇市長

三ツ宗弘教育長

答弁者
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が
あ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
観

光
局
は
地
域
の
魅
力
を
市
民
と

共
有
し
、
既
存
資
源
を
含
め
た
新

た
な
観
光
資
源
を
堀
り
出
し
て
、

多
様
な
商
品
づ
く
り
を
し
て
い

き
た
い
。

　

道
路
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る

が
、
市
内
全
線
を
点
検
し
道
路
改

良
に
取
り
組
む
こ
と
。

　

平
成
29
年
度
に
市
道
改
良
基

準
を
つ
く
っ
て
一
つ
の
基
準
に
基

づ
い
て
や
っ
て
い
く
。
出
来
て
い

な
い
所
も
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
一

つ
一
つ
や
っ
て
い
く
。

　

鳴
り
物
入
り
で
発
足
し
た
観

光
局
で
あ
る
が
、
期
待
に
添
う
様

な
動
き
が
な
い
。
ま
ず
は
市
内
の

受
入
態
勢
の
充
実
を
計
る
べ
き

と
思
う
が
。

　

観
光
局
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
効
果
が
見
え
て
い
な
い
と
い

う
厳
し
い
ご
指
摘
を
い
た
だ
い

　

蒜
山
を
中
心
に
ナ
ラ
枯
れ
が

拡
大
し
て
い
る
。
危
機
意
識
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
。
原

因
は
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
ム
シ
、
い

わ
ゆ
る
カ
シ
ナ
ガ
が
媒
介
す
る

ウ
ィ
ル
ス
が
広
葉
樹
の
大
径
木

に
入
っ
て
枯
れ
る
。
効
果
が
大
き

い
と
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
、
エ

タ
ノ
ー
ル
の
入
っ
た
仕
掛
け
を

木
の
周
辺
に
設
置
し
、
匂
い
に

引
き
寄
せ
ら
れ
て
ト
ラ
ッ
プ
に

入
っ
た
カ
シ
ナ
ガ
を
、
木
に
入
る

前
に
捉
ま
え
て
殺
す
。

　

健
全
な
山
を
維
持
し
よ
う
と

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

　

近
く
の
山
肌
が
真
夏
に
も
関

わ
ら
ず
、
ま
る
で
紅
葉
し
た
か

の
よ
う
に
色
づ
い
て
見
え
景
観

を
一
変
さ
せ
る
よ
う
な
異
変
が

起
き
て
い
る
。
広
葉
樹
の
ミ
ズ
ナ

ラ
、
コ
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
な
ど
が
枯

死
す
る
ナ
ラ
枯
れ
が
鳥
取
県
側

か
ら
急
速
に
蒜
山
に
入
っ
て
き

た
。
被
害
が
真
庭
市
全
体
に
拡
が

る
こ
と
に
よ
り
景
観
、
森
林

資
源
、
水
源
涵
養
な
ど
森
林

が
持
つ
多
面
的
な
機
能
の
低

下
が
心
配
さ
れ
る
。

　

今
後
、
拡
が
ら
な
い
た
め

に
も
早
急
に
対
応
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
。
林
野
庁
、

環
境
省
等
に
要
望
す
る
こ
と

も
重
要
と
考
え
る
。
こ
の
問

題
は
喫
緊
の
重
要
課
題
と
認

識
し
て
お
り
真
庭
の
森
を
考

え
る
と
き
、
樹
木
が
持
続
的

に
成
長
し
森
林
と
し
て
維
持

さ
れ
る
こ
と
が
健
康
な
森
の

条
件
で
あ
る
と
確
信
し
て
い

る
。
市
長
の
ナ
ラ
枯
れ
問
題

に
対
す
る
見
解
を
伺
う
。

た
。
従
来
の
観
光
協
会
を
ま
と
め

る
だ
け
で
も
そ
れ
は
大
変
だ
っ

た
と
思
う
。
今
ま
で
観
光
協
会
に

そ
れ
ぞ
れ
配
っ
て
い
た
補
助
金

を
ま
と
め
て
配
る
と
い
う
の
が

基
本
で
、
も
う
少
し
今
の
時
代
に

合
っ
た
観
光
局
に
し
て
い
く
こ

と
、
そ
し
て
行
政
の
部
分
を
切
り

離
し
て
、
徹
底
し
て
民
間
の
動
き

を
す
る
と
い
う
こ
と
で
観
光
局

を
つ
く
っ
た
。

　

従
来
、
Ｐ
Ｒ
と
イ
ベ
ン
ト
を
、

市
か
ら
の
補
助
金
で
賄
う
と
い

う
こ
と
を
変
え
て
い
く
こ
と
で
、

事
業
を
商
品
と
し
て
捉
え
て
、
組

織
自
体
が
収
益
活
動
を
行
い
な

が
ら
、
市
全
体
の
活
性
化
と
経
済

循
環
を
目
指
す
、
そ
う
い
う
観
光

の
あ
り
方
に
し
て
い
き
た
い
。
そ

の
中
心
で
頑
張
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
観
光
局
を
つ
く
っ
た
。
道

半
ば
で
、
な
か
な
か
形
、
表
面
で

見
え
て
い
な
い
部
分
は
あ
る
が
、

組
織
体
質
の
改
善
は
か
な
り
進

ん
で
い
る
。

　

真
庭
市
の
売
り
と
し
て
目
指

す
も
の
は
、
観
光
に
よ
る
地
域
で

あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
観
光
、
単
に

景
色
を
見
る
だ
け
そ
れ
で
は
人

は
余
り
来
な
い
。
そ
の
場
で
し
か

で
き
な
い
体
験
や
、
さ
ら
に
訪
れ

た
土
地
で
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
と

出
会
う
。
人
間
同
士
の
触
れ
合
い

思
え
ば
、切
っ
て
回
し
て
い
く
し

か
な
い
と
思
う
。
ど
こ
の
山
も

広
葉
樹
の
枯
れ
る
よ
う
な
状
態

を
な
く
し
て
い
き
た
い
。
特
に

国
立
公
園
の
蒜
山
は
貴
重
な
観

光
資
源
で
も
あ
る
。
全
国
的
な

事
例
を
参
考
に
し
て
更
に
強
化

し
て
い
く
。

　

国
有
林
を
管
理
す
る
林
野
庁
、

国
立
公
園
を
所
管
す
る
環
境
省

に
も
対
策
を
取
っ
て
も
ら
い
、
岡

山
県
の
予
算
枠
も
拡
大
す
る
よ

う
に
、
真
庭
市
も
必
要
で
あ
れ
ば

予
算
を
拡
大
し
、
こ
の
カ
シ
ノ
ナ

ガ
キ
ク
イ
ム
シ
の
拡
大
を
防
い

で
い
く
よ
う
努
め
て
い
く
。

問長

尾
　

修

ナ
ラ
枯
れ
対
策
は

喫
緊
の
課
題

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
、

受
入
態
勢
の
充
実
を

ナラ枯れが目立つ中蒜山

問河

部

辰

夫

道
路
網
の
整
備
促
進

問

建設中の橋梁　旦土地内
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保
育
園
、
幼
稚
園
、
こ
ど
も
園

の
芝
生
化
の
推
進
を
今
以
上
に

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
。

　

３
歳
以
上
の
子
ど
も
の
発
達

の
為
に
は
土
を
し
っ
か
り
踏
む

と
い
う
こ
と
が
重
要
で
、
土
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
が
必
要
だ
と
い
う
意

見
の
ほ
う
が
強
い
。
３
歳
未
満
の

子
ど
も
が
遊
べ
る
芝
生
は
あ
っ

て
い
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

真
庭
市
に
は
捕
獲
処
分
を
す

る
と
１
頭
に
約
３
万
円
の
助
成
制

度
が
あ
る
。
し
か
し
捕
獲
処
分
を

す
る
為
に
は
捕
獲
柵
代
や
餌
代

等
の
費
用
が
事
前
に
必
要
で
、
経

費
は
捕
獲
で
き
る
ま
で
回
収
で
き

な
い
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
猿
捕

獲
に
取
組
む
チ
ー
ム
に
は
最
初

に
あ
る
程
度
の
費
用
を
助
成
す

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思

う
。
今
後
の
猿
害
対
策
を
伺
う
。

　

豊
栄
地
区
で
の
実
証
実
験
の

結
果
も
見
な
が
ら
効
果
的
な
支

援
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

単
純
な
ル
ー
ル
の
ボ
ル
ダ
リ

ン
グ
は
ス
ポ
ー
ツ
を
習
慣
化
す

る
市
民
を
増
や
す
可
能
性
が
十

分
あ
る
と
考
え
る
。
既
存
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
有
効
活
用
と
し

て
空
き
部
屋
を
利
用
し
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
施
設
を
つ
く
り
、
さ
ら
な

る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
伺
う
。

　

施
設
を
増
や
す
の
か
と
い
う

と
今
現
在
、
そ
こ
ま
で
は
考
え
て

い
な
い
。
自
分
た
ち
が
既
存
施
設

に
取
り
付
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

し
て
そ
こ
の
管
理
の
支
障
が
な

い
中
で
作
る
と
い
う
こ
と
な
ら

可
能
性
と
し
て
は
あ
る
。

推
進
課
長
が
保
健
師
で
、
そ
の
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。
課
長
が
任

意
団
体
の
保
健
師
会
の
ト
ッ
プ

と
し
て
、
各
部
局
を
横
断
的
に
連

携
を
取
り
な
が
ら
人
材
育
成
を

し
て
い
る
。
し
か
し
、
将
来
管
理

職
に
な
る
人
も
出
る
の
で
、
人
材

育
成
は
総
務
部
長
が
一
元
的
に

行
う
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　

真
庭
市
の
組
織
は
シ
ン
プ
ル

な
ほ
う
が
良
い
と
思
っ
て
い
て
、

色
々
な
職
名
を
出
来
る
限
り
つ

け
た
く
な
い
と
考
え
て
い
る
。
し

か
し
、
重
要
な
話
だ
し
県
も
そ
う

い
う
方
針
を
持
っ
て
い
る
の
で

今
後
検
討
し
進
め
て
行
く
。

の
内
容
を
踏
ま
え
て
で
あ
る
。
過

疎
債
が
取
り
下
げ
に
な
っ
て
も
、

い
ざ
と
い
う
時
の
電
力
の
確
保

を
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

病
院
施
設
が
土
砂
災
害
警
戒
区

域
に
含
ま
れ
る
た
め
、
上
流
に
砂

防
施
設
を
作
っ
て
も
ら
う
よ
う

に
県
に
働
き
掛
け
て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
保
健
師
の
活

動
を
組
織
横
断
的
に
統
合
調
整

及
び
推
進
し
、
技
術
及
び
専
門

的
側
面
か
ら
指
導
す
る
役
割
を

担
う
者
を
統
括
保
健
師
と
定
義

し
て
い
る
。
少
子
高
齢
社
会
を
迎

え
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
現
在
、
保
健
師
が
果
た
す
役

割
は
重
要
で
、
統
括
保
健
師
の
確

保
・
育
成
に
つ
い
て
市
長
の
方
針

を
伺
う
。

　

真
庭
市
に
は
28
名
の
保
健
師

が
い
る
が
、
色
々
な
部
署
に
分
散

配
置
し
て
い
る
。
専
門
的
な
側
面

か
ら
も
横
断
的
に
調
整
支
援
す

る
役
割
は
必
要
だ
と
思
っ
て
い

る
。
真
庭
市
の
場
合
に
は
、
健
康

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

　

北
部
の
中
核
病
院
に
対
し
て

防
災
の
拠
点
機
能
を
追
加
す
る

と
い
う
、
真
庭
市
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画
の
変
更
は
、
市
民
の
安

心
・
安
全
な
生
活
を
守
る
上
で
重

要
な
課
題
で
あ
る
た
め
こ
の
計

画
を
一
歩
前
に
進
め
て
頂
き
た

く
方
針
を
伺
う
。

　

湯
原
温
泉
病
院
を
過
疎
計
画

上
に
地
域
の
防
災
の
拠
点
と
書

き
加
え
た
の
は
、
地
域
防
災
計
画

　

湯
原
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
利
用
者
数
は
平
成
28
年

度
に
５
，
９
７
８
だ
っ
た
が
平

成
29
年
度
は
１
万
３
，
０
６
８

人
と
倍
増
し
て
い
る
。
真
庭
市

の
ス
ポ
ー
ツ
の
課
題
は
１
年
を

通
じ
て
全
く
し
な
い
人
が
４
割

近
く
い
て
特
に
働
き
盛
り
の
世

代
に
そ
の
傾
向
が
顕
著
と
な
っ

て
い
る
。

湯
原
温
泉
病
院
は

北
部
の
防
災
の
拠
点

統
括
保
健
師
の
確
保
・

育
成
を

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
を
活
用

し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を

こ
ど
も
園
な
ど
の

芝
生
化
の
推
進

猿
害
に
つ
い
て
対
策
を

問

問

問

問大

月

説

子

湯原温泉病院が避難訓練

問柴

田

正

志

市内各地から湯原に集まる
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テ
レ
ビ
報
道
や
新
聞
等
で
殺

人
、
傷
害
事
件
、
窃
盗
事
件
ま

で
様
々
な
犯
罪
報
道
が
な
さ
れ
、

治
安
の
良
さ
を
誇
る
日
本
の
安

全
神
話
も
崩
れ
か
け
て
い
る
。
こ

う
し
た
現
象
は
都
会
だ
け
で
な

く
地
方
へ
も
広
が
り
を
見
せ
て

い
る
。

　

特
に
、
子
ど
も
を
狙
っ
た
卑
劣

な
犯
罪
に
対
し
て
は
、
断
固
こ
れ

を
起
こ
さ
せ
な
い
対
策
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
域
住
民

の
防
犯
意
識
を
高
め
、
防
犯
に
関

わ
る
団
体
等
と
の
連
携
は
大
変

重
要
だ
が
、
犯
罪
の
抑
止
、
早
期

解
決
の
た
め
防
犯
カ
メ
ラ
を
多

く
の
地
域
に
設
置
す
る
べ
き
だ

が
、
所
見
を
伺
う
。

 

　

地
域
住
民
の
相
互
の
信
頼
関

係
が
あ
る
地
域
づ
く
り
、
み
ん
な

で
安
全
な
地
域
を
作
っ
て
い
く
。

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
も
や
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
温
か
み
の
あ
る

地
域
づ
く
り
を
し
な
が
ら
、
必
要

歩
道
も
狭
く

危
険
な
箇
所

を
子
ど
も
達

も
登
下
校
し

て
い
る
。
こ
の

様
な
箇
所
に

グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
等
県
当

局
と
協
議
し

対
処
す
べ
き
。

不
備
ラ
イ
ン

を
各
振
興
局
で
点
検
し
年
次
計

画
で
予
算
を
組
み
、
施
工
管
理
体

制
の
強
化
を
。

　

区
画
線
等
の
劣
化
が
認
め
ら

れ
る
箇
所
ご
と
に
適
時
更
新
、
補

修
し
主
体
的
に
頑
張
る
。
落
合
橋

か
ら
市
役
所
ま
で
歩
道
と
車
道

の
境
の
危
険
な
所
を
児
童
、
生
徒

の
通
学
の
場
で
あ
り
岡
山
県
と

協
議
し
反
射
テ
ー
プ
等
の
設
置

を
速
や
か
に
実
施
す
る
様
働
き

か
け
る
。
不
備
な
ラ
イ
ン
等
の
管

理
体
制
は
、
幹
線
市
道
や
通
学
路

等
に
重
点
を
置
き
公
安
委
員
会

や
道
路
部
局
、
警
察
に
伝
え
早
く

対
応
す
る
。

　

危
険
箇
所
は
公
安
委
員
会
と

協
議
点
検
し
緊
急
性
の
高
い
所

な
所
で
は
防
犯
カ
メ
ラ
と
い
う

手
段
も
使
う
。

　

今
年
の
夏
も
猛
暑
日
が
続
き
、

各
地
で
は
高
齢
者
を
中
心
に
熱

中
症
に
よ
る
救
急
搬
送
が
急
増

し
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
も
お
ら
れ

る
。
学
校
現
場
に
お
い
て
も
、
子

ど
も
た
ち
が
熱
中
症
で
救
急
搬

送
さ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を

耳
に
す
る
。

　

特
に
、
屋
外
授
業
や
部
活
に
お

い
て
は
養
護
教
諭
に
よ
る
注
意

喚
起
や
様
々
な
対
策
を
と
っ
て

い
る
が
、
現
場
で
は
担
当
教
諭
に

よ
る
判
断
に
任
せ
ら
れ
て
い
る

状
況
。
気
温
、
湿
度
の
関
係
だ
け

か
ら
対
応
。
ラ
イ
ン
等
の
予

算
は
年
次
計
画
で
予
算
を
組

み
対
応
。

　

昨
年
、
大
阪
府
北
部
地

震
で
、
高
槻
市
の
小
学
校
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
れ
て
児
童
が

死
亡
し
た
事
故
は
、
社
会
的
問

題
に
な
っ
た
。
真
庭
市
内
の
小
・

中
学
校
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
調
査

と
対
策
は
。
文
部
科
学
省
に
よ

る
児
童
・
生
徒
の
学
校
安
全
計

画
は
。

　

点
検
に
つ
い
て
は
塀
の
高
さ
、

控
え
壁
設
置
、
塀
の
傾
き
、
ひ
び

割
れ
等
点
検
し
た
。
小
学
校
６
校

中
学
校
２
校
に
は
建
築
基
準
法

不
適
合
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
あ
り

平
成
30
年
度
に
全
て
撤
去
完
了

し
フ
ェ
ン
ス
に
改
修
し
た
。

　

学
校
安
全
計
画
は
災
害
等
の

対
応
と
訓
練
、
防
災
、
防
犯
、
通

学
路
の
安
全
管
理
等
、
市
教
育
委

員
会
が
毎
年
学
校
訪
問
し
確
認

し
て
い
る
。
職
員
会
議
で
共
通
理

解
し
安
全
確
保
に
努
め
る
。

で
な
く
、
生
徒
の
体
調
や
体
力
の

問
題
も
あ
る
が
、
客
観
的
な
判
断

基
準
も
無
い
た
め
、
判
断
を
誤
れ

ば
重
大
な
結
果
が
発
生
す
る
恐

れ
が
あ
る
。

　

全
小
・
中
学
校
に
熱
中
症
指
標

計
を
複
数
個
配
備
し
、
安
心
し
て

活
動
で
き
る
体
制
を
整
え
る
べ

き
だ
と
思
う
が
、
教
育
長
の
所
見

を
伺
う
。

　

未
導
入
の
学
校
も
ま
だ
何
校
か

あ
り
、安
全
管
理
上
の
効
果
も
高
い

と
考
え
て
い
る
の
で
、
学
校
規
模
、

環
境
等
に
応
じ
て
必
要
数
を
判
断

し
、
全
て
の
学
校
に
配
備
し
た
い
。

　

市
内
各
地
の
市
道
上
の
安
全

ラ
イ
ン
等
外
側
線
、
中
央
線
、
横

断
歩
道
及
び
止
ま
れ
、
停
止
線
が

消
え
か
か
っ
て
お
り
不
備
な
表

示
が
目
立
つ
。
交
通
事
故
防
止
に

早
い
整
備
が
必
要
。
落
合
IC
の
出

口
か
ら
国
道
313
号
線
と
歩
道
の

境
に
歩
車
道
境
界
ブ
ロ
ッ
ク
が

数
十
ｍ
無
い
所
が
数
箇
所
あ
り
、

問

問岩

本

壯

八

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
宮
本
建
設
部
長

多
く
の
地
域
に

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を

市
道
の
安
全
ラ
イ
ン
等

が
不
備
で
危
険

学
校
ブ
ロ
ッ
ク
塀

対
策
と
学
校
安
全

計
画
は

熱
中
症
指
標
計
を
全

小
・
中
学
校
に
配
備

決
定

問

答
三
ツ
教
育
長

答
三
ツ
教
育
長

ミストシャワーで熱中症対策　天津小

国道313号線沿いの歩道狭小部

問福

井

荘

助
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訪
日
外
国
人
旅
行
者
が
過
去

最
高
を
記
録
す
る
中
で
、
真
庭

市
で
も
平
成
28
年
の
外
国
人
延

べ
宿
泊
者
数
は
２
，
０
０
０
人
、

29
年
は
４
，
８
０
０
人
、
30
年

が
６
，
２
０
０
人
と
増
え
て
い

る
。
今
後
、さ
ら
な
る
集
客
を
見

据
え
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
の

取
り
組
み
を
強
化
し
、
令
和
３

年
に
は
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数

１
万
人
突
破
を
目
指
し
て
い
る
。

多
く
の
市
民
、
地
域
組

織
、
観
光
業
者
な
ど
を

巻
き
込
ん
で
取
り
組
み

を
す
る
こ
と
に
よ
り
達

成
可
能
な
数
値
目
標
だ

と
思
う
。

　

真
庭
観
光
局
の
事
業

に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客

事
業
が
あ
り
、
短
期
の

取
り
組
み
と
中
・
長
期

の
取
り
組
み
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
ご
と
の
的
確
な
ア
プ

ロ
ー
チ
方
法
を
明
確
化

す
る
と
あ
る
。
短
期
誘

局
で
は
１
振
興
局
当
た
り
年
間

数
百
万
円
か
け
て
市
が
実
施
し

て
い
る
市
道
の
草
刈
り
費
用
も
、

真
庭
市
誕
生
以
来
、
北
房
振
興
局

管
内
は
ず
っ
と
０
円
で
推
移
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
地
域
住
民
の

善
意
に
頼
っ
て
き
た
北
房
地
域

の
市
道
管
理
も
、
担
い
手
の
高
齢

化
と
減
少
に
よ
り
十
分
と
は
言

え
な
い
状
況
が
目
立
っ
て
き
た
。

市
道
管
理（
除
草
）の
基
準
は
ど
の

よ
う
な
も
の
な
の
か
。

　

北
房
地
域
市
道
の
管
理
延
長

が
約
144
㎞
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
23 

㎞
で
除
草
を
実
施
し
て
お
り
、
そ

の
う
ち
20
㎞
を
道
路
作
業
員
、
残

客
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
韓
国
、

台
湾
、
香
港
を
中
心
と
す
る
ア
ジ

ア
圏
域
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
事
業
、
短
期

誘
客
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
台
湾

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
展
開
や

施
策
を
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

昨
年
か
ら
真
庭
観
光
局
を
通

じ
て
台
湾
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

強
化
し
て
い
る
。
こ
の
役
割
は
観

光
局
の
役
割
だ
と
思
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
台
湾
、
考
え
る
こ
と
は

同
じ
で
、
他
も
か
な
り
強
い
ア
プ

ロ
ー
チ
を
し
て
い
る
の
で
、
他
の

地
域
と
の
差
別
化
を
ど
う
図
る

の
か
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

る
３
㎞
を
地
元
委
託
で
実
施
し

て
い
る
。
今
ま
で
は
旧
町
村
単
位

で
住
民
の
合
意
形
成
を
得
な
が

ら
作
成
し
た
作
業
体
系
を
つ
く

り
、
市
の
除
草
業
務
の
基
本
方
針

と
実
施
方
針
と
し
て
実
施
し
て

い
る
。

　

し
か
し
そ
れ
で
は
ダ
メ
だ
ろ

う
な
と
言
う
問
題
意
識
を
ず
っ

と
持
っ
て
い
た
し
、
人
口
減
少

と
か
高
齢
化
で
道
路
除
草
を
市

民
に
し
て
頂
く
こ
と
が
困
難
に

な
っ
て
き
て
い
る
と
思
っ
て
い

る
。
全
市
同
じ
基
準
に
基
づ
い
て

統
一
的
に
や
っ
て
い
く
の
が
良
い

と
思
っ
て
お
り
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。
市
道
管
理
に
関
す
る
市
の

基
本
方
針
、
実
施
方
針
の
見
直
し

を
検
討
す
る
。

　

平
成
28
年
５
月
に
示
し
た
市

道
の
除
草
の
基
本
方
針
は
交
通

量
が
多
い
も
の
や
作
業
に
危
険

が
伴
う
も
の
は
専
門
業
者
へ
委

託
す
る
。
集
落
内
と
か
生
活
道
路

は
自
治
会
、
地
元
で
お
願
い
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が

ベ
ー
ス
と
な
る
の
で
も
う
４
年

が
経
過
し
た
か
ら
も
う
一
回
再

確
認
し
た
い
。
新
し
い
基
準
の
策

定
を
で
き
る
だ
け
早
く
な
る
よ

う
に
頑
張
る
。

　

台
湾
と
の
太
い
パ
イ
プ
を
つ

く
っ
て
、
民
間
交
流
も
含
め
て

や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。
私
も
台
湾
政
府
や
、

各
自
治
体
と
の
関
係
で
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
し
た
方
が
良
い
と

い
う
状
況
が
あ
れ
ば
、
私
も
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

台
湾
旅
行
者
が
、
岡
山
空
港

に
着
く
以
上
こ
ち
ら
に
引
っ
張

る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ

る
。
岡
山
道
、米
子
道
の
４
車
線

化
で
頑
張
っ
た
の
も
そ
う
い
う

こ
と
で
、
ぜ
ひ
倉
敷
か
ら
蒜
山
、

そ
し
て
日
本
海
へ
、
と
い
う
の
も

一
つ
有
力
な
ル
ー
ト
だ
と
思
っ

て
い
る
。

　

毎
年
夏
に
な
る
と
、
住
民
か
ら

市
道
の
草
刈
り
を
要
望
す
る
声

を
多
く
耳
に
す
る
。
北
房
振
興
局

管
内
で
は
、
地
域
住
民
の
善
意
に

よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
市
道
の

草
刈
り
を
長
年
実
施
し
て
き
た

経
緯
が
あ
り
、
そ
れ
が
地
域
の
プ

ラ
イ
ド
で
も
あ
っ
た
。
他
の
振
興

問緒

形
　

尚

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
宮
本
建
設
部
長

市
道
管
理
の
基
本
方
針
、

実
施
方
針
の
見
直
し
を

検
討
す
る

台
湾
と
の
太
い
パ
イ
プ
を

つ
く
る

問小

田

康

文

台湾宣
ぎ ら ん け ん

蘭県にＣＬＴで建設されたレストラン

住民がボランティアで除草をしていた集落間の市道
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上
の
問
題
や
労
働
上
の
問
題
の

実
態
が
外
に
出
に
く
い
。
定
住
外

国
人
の
生
活
実
態
は
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
る
の
か
。
多
言
語

化
の
窓
口
の
問
題
を
含
め
て
、
外

国
の
人
達
に
対
し
て
の
救
済
的

な
窓
口
や
相
談
窓
口
、
支
援
体
制

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

外
国
人
居
住
は
272
人
で
0.6
％
。

在
留
資
格
別
で
は
、
技
能
実
習

１
号
40
人
、
２
号
が
45
人
、
永
住

52
人
、
特
別
永
住
38
人
等
と
な
っ

て
い
る
。
人
権
推
進
指
針
は
、
誰

も
が
尊
重
さ
れ
る
共
生
社
会
真

庭
の
実
現
が
基
本
理
念
と
し
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
と
も
一
致
し
て
い

る
。
真
庭
に
住
む
外
国
人
労
働
者

を
単
な
る
労
働
力
で
は
な
く
、
真

庭
に
暮
ら
す
一
人
の
人
と
し
て

充
実
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う

支
援
し
て
い
き
た
い
。
相
談
は
、

必
要
な
配
慮
を
し
懇
切
丁
寧
に

　

働
き
方
改
革
が
唱
え
ら
れ
い

る
重
要
な
分
野
と
し
て
教
育
現

場
が
あ
る
。
教
員
の
時
間
外
勤
務

を
減
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
師

の
日
々
の
生
活
の
質
や
教
職
人
生

を
豊
か
に
し
、
児
童
・
生
徒
に
真

に
必
要
な
総
合
的
な
指
導
を
持

続
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
状

況
を
作
り
出
す
の
が
学
校
に
お

け
る
働
き
方
改
革
の
目
指
す
と

こ
ろ
と
聞
い
て
い
る
。
真
に
実
の

あ
る
改
革
と
す
る
に
は
、
学
校
現

場
の
声
を
吸
い
上
げ
る
仕
組
み

が
必
要
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

国
か
ら
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
、
月
45
時
間
を
超
え
な
い
と
い

う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
真
庭

で
も
こ
れ
を
超
え
て
い
る
学
校

が
多
い
。
中
学
校
は
全
て
の
学
校

が
超
え
て
い
る
。
過
労
死
ラ
イ
ン

と
言
わ
れ
る
80
時
間
を
超
え
て

い
る
教
職
員
も
中
学
校
で
は
４

月
か
ら
６
月
、
30
人
以
上
い
る
。

看
過
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
学
校
の
教
育
指
導

に
関
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
働

き
方
改
革
に
関
し
て
も
学
校
で

教
職
員
が
対
話
し
て
考
え
る
と

い
う
こ
と
を
進
め
て
い
る
。

　

今
回
の
結
果
を
見
る
と
、
県
平

均
、
全
国
平
均
か
ら
も
マ
イ
ナ
ス

と
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
数
字
に

一
喜
一
憂
し
て
は
い
け
な
い
が
、

公
表
さ
れ
る
わ
け
で
、
真
庭
市

の
教
育
力
と
い
う
も
の
を
他
者

か
ら
見
ら
れ
る
一
つ
の
材
料
に

は
な
る
。
ど
う
い
う
問
題
が
あ
っ

行
う
。
第
一
の
窓
口
は
、
く
ら
し

安
全
課
の
生
活
総
合
相
談
窓
口

に
設
け
て
い
る
。

　

相
談
者
に
対
す
る
対
応
要
領

や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
明
確
に
し

て
対
応
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
。
個
別
に
寄
り
添
っ
て
、
一
歩

進
ん
だ
形
で
の
対
応
を
慎
重
に

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し

た
問
題
に
対
応
す
る
職
員
研
修

な
ど
学
校
現
場
も
含
め
、
充
実
す

べ
き
点
が
あ
る
。

　

生
活
総
合
相
談
窓
口
で
対
応

す
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
し

な
が
ら
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
対
応
す
る
。
職
員
の
研
修
を

実
施
し
、
認
識
を
十
分
に
し
た
い
。

　

児
童
生
徒
・
教
職
員
も
性
の
多

様
性
に
つ
い
て
学
ぶ
場
を
確
保

す
る
。
児
童
生
徒
の
違
和
感
や
困

り
感
に
寄
り
添
う
相
談
機
会
を

充
実
し
、
外
部
機
関
と
連
携
を
強

め
る
。
学
校
生
活
の
個
別
具
体
的

場
面
を
想
定
し
対
応
す
る
。

て
、
こ
う
い
う
結
果
に
な
っ
て
い

る
の
か
精
査
し
、
結
果
が
出
る
よ

う
に
取
り
組
み
を
強
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

時
代
に
求
め
ら
れ
る
学
力
を

一
定
程
度
把
握
す
る
の
が
学
力

調
査
で
、
重
要
な
指
標
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
新
し
く
求
め
ら
れ

る
学
力
へ
の
対
応
に
遅
れ
が
あ

る
、
そ
う
い
う
現
実
が
今
回
の
調

査
結
果
で
あ
ろ
う
と
感
じ
て
い

る
。
重
要
な
の
は
授
業
の
質
、
最

重
要
課
題
に
人
材
育
成
を
位
置

づ
け
、
授
業
研
究
な
ど
を
通
し
て

質
の
向
上
に
取
り
組
む
。

　

外
国
人
労
働
者
の
生
活
実
態

と
相
談
支
援
体
制
の
充
実
。
政
府

統
計
で
は
、
外
国
籍
住
民
数
は
過

去
最
高
を
更
新
し
て
い
る
。
技
能

実
習
生
の
問
題
な
ど
、
非
常
に
制

度
そ
の
も
の
が
外
国
人
労
働
者

の
人
権
や
、
労
働
環
境
、
労
働
状

況
な
ど
問
題
が
あ
る
こ
と
が
国

会
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
生
活

問庄

司

史

郎

学
校
現
場
の
働
き
方
改

革
の
認
識
と
取
り
組
み

の
考
え
方
は

多
様
性
を
尊
重
す
る

共
生
社
会
の
実
現
を

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
相
談
支
援

体
制
の
充
実
を

岡
山
県
学
力
・
学
習
状

況
調
査
結
果
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か

答
三
ツ
教
育
長

答
三
ツ
教
育
長

答
三
ツ
教
育
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

問

問

教室での様子　河内小

問岡

﨑

陽

輔

世界の人と手を携えて
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思
う
。

　

総
合
計
画
で
真
庭
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
は
仮
称
だ
が
、
文
化
と
芸
術

の
拠
点
の
創
造
は
市
民
と
一
緒

に
考
え
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

市
内
に
高
い
建
物
が
増
え
て

お
り
、
消
防
署
に
は
し
ご
車
が
必

要
と
考
え
る
。

　

最
優
先
す
る
課
題
で
は
な
い
。

１
億
３
千
万
円
の
購
入
費
が
必

要
、
安
全
基
準
の
高
い
維
持
管
理

費
が
必
要
、
８
～
10
人
の
消
防
職

員
が
必
要
、
車
庫
が
必
要
。

　

入
選
祝
と
し
て
白
黒
写
真
を

カ
ラ
ー
に
し
て
、
全
国
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
広
報
体
制
を
保
と
う
。

　

カ
ラ
ー
に
す
る
と
年
40
万
円

程
の
予
算
が
い
る
。
節
約
や
費
用

対
効
果
を
心
が
け
る
が
、
必
要
な

記
事
は
カ
ラ
ー
に
し
て
い
く
。

　

近
年
の
鳥
獣
被
害
は
、
猪
・
鹿

の
み
な
ら
ず
猿
に
よ
る
被
害
が

拡
大
し
て
お
り
対
応
に
苦
慮
し

て
い
る
。
被
害
が
多
発
し
て
い
る

地
域
で
は
、
住
民
自
ら
が
自
主
的

な
対
策
を
取
っ
て
い
る
が
、
行
政

の
支
援
な
く
し
て
成
果
を
上
げ

る
事
は
困
難
で
あ
り
、
早
急
な
支

援
体
制
が
必
要
。
岡
山
県
の
調
査

で
も
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
事

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

関
係
機
関
と
の
連
携
を
よ
り

強
化
し
、
猿
の
被
害
発
生
地
域
で

自
主
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
方
々
と
連
携
す
る
事
に
よ

定
し
て
い
る
。
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー

は
久
世
エ
ス
パ
ス
ラ
ン
ド
内
に

建
設
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
可
能

性
を
問
う
。
真
庭
市
基
金
は
296
億

円
あ
り
、
市
民
が
希
求
す
る
こ
と

に
使
う
べ
き
。

　

誤
解
が
あ
る
。
蒜
山
に
全
て

の
物
を
集
め
る
、
代
表
す
る
物

と
言
っ
た
訳
で
は
な
い
。ち
ょ
っ

と
憩
う
の
に
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー

的
な
物
が
あ
っ
た
ら
い
い
と

言
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　

　

真
庭
の
地
域
価
値
を
高
め
て

い
く
為
に
文
化
振
興
は
必
要
。
現

在
利
用
を
検
討
し
て
い
る
旧
遷

喬
小
学
校
を
工
夫
し
て
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
、
現
代
ア
ー
ト
は
土
広
場

で
、
エ
ス
パ
ス
の
建
物
だ
け
で
な

く
エ
ス
パ
ス
ラ
ン
ド
全
体
を
上

手
く
活
用
す
る
方
法
は
あ
る
と

る
取
り
組
み
を
市
内
全
域
に
で

実
施
す
る
事
が
喫
緊
の
課
題
と

考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　

30
年
度
に
県
が
行
っ
た
調
査

で
猿
の
群
れ
が
66
群
、２
，６
０
０

頭
で
、
10
年
間
で
分
布
は
２
倍
、

加
害
レ
ベ
ル
４
の
群
れ
３
群
が

真
庭
市
内
に
生
息
し
て
い
る
。
県

で
は
、
今
年
度
か
ら
３
年
間
で
除

去
す
る
と
し
て
お
り
真
庭
市
も

協
力
し
て
い
く
。
猿
に
つ
い
て
切

り
札
は
な
く
、
地
域
住
民
と
猟
友

会
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
粘
り

強
く
取
り
組
む
事
し
か
な
い
と

思
う
。

　

県
の
調
査
に
よ
り
加
害
レ
ベ

ル
の
高
い
群
れ
が
い
る
事
が
明

ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
本
格
的
な

猿
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

高
齢
化
社
会
が
進
行
す
る
中

で
、
高
齢
者
に
よ
る
ア
ク
セ
ル
の

踏
み
間
違
い
や
急
発
進
等
に
よ

る
交
通
事
故
が
多
発
し
、
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
日
常
生
活
を

維
持
す
る
た
め
に
高
齢
者
の
自

動
車
運
転
は
避
け
ら
れ
ず
、
高
齢

者
の
運
転
す
る
自
動
車
に
対
し
、

防
止
装
置
の
整
備
に
対
す
る
助

成
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が

所
見
を
伺
う
。

　

真
庭
で
移
動
手
段
を
考
え
る

と
、
公
共
交
通
機
関
で
カ
バ
ー
で

き
て
い
な
い
。
車
を
用
心
し
て
乗

ら
ざ
る
を
得
な
い
の
も
現
実
。

　

真
庭
市
と
し
て
、
前
向
き
に
考

え
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
お
り
、
広

く
議
論
い
た
だ
き
た
い
。
所
管
委

員
会
で
も
十
分
議
論
し
て
頂
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　

晴
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
が

突
然
発
表
さ
れ
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ビ
リ

オ
ン
と
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
蒜

山
に
建
て
る
旨
の
発
言
が
あ
る
。

市
民
が
使
う
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー

は
人
口
が
集
中
し
て
い
る
所
に

建
て
る
べ
き
。
建
設
後
の
管
理
運

営
を
考
え
る
と
、
学
芸
員
を
雇
い

真
庭
エ
ス
パ
ス
文
化
振
興
財
団

に
任
せ
る
の
が
一
番
安
く
一
番
安

有
害
鳥
獣
対
策
を

消
防
署
に
は
し
ご
車
を
！

高
齢
者
事
故
防
止
策
を

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
有
元
総
合
政
策
部
長

答
新
田
産
業
観
光
部
長

美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は

エ
ス
パ
ス
に
建
て
よ
う

広
報
真
庭
の
全
国

入
選
お
め
で
と
う

問

問問

問柿

本

健

治

問氏

平

篤

正

サル捕獲檻　見明戸地内

自分達の絵を展示する美術ギャラリー
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東
京
都
で
は
池
袋
の
事

故
受
け
、
８
月
よ
り
高
齢

者
ド
ラ
イ
バ
ー
を
対
象
に

踏
み
間
違
い
防
止
装
置
取

付
に
、
補
助
金
を
支
給
す

る
こ
と
が
大
き
く
報
道
さ

れ
た
。

　

近
隣
の
市
町
村
で
は
、

美
作
市
が
今
年
４
月
か

ら
、
美
咲
町
は
平
成
29
年

10
月
か
ら
補
助
金
を
支
給

し
て
い
る
。
新
車
へ
の
自

動
（
衝
突
被
害
軽
減
）
ブ

レ
ー
キ
装
備
の
義
務
化
が

検
討
さ
れ
て
い
る
。
車
の

車
齢
は
年
々
延
び
て
10
年

前
後
。
自
動
ブ
レ
ー
キ
が

義
務
化
さ
れ
て
も
、
未
装

着
車
が
10
年
以
上
走
り
続

け
る
。
車
を
買
い
換
え
れ

ば
踏
み
間
違
い
事
故
の
問

題
は
解
決
す
る
が
、
年
金

生
活
の
高
齢
者
に
は
負
担
が
大

き
す
ぎ
る
。

　

新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
６
月
の

県
議
会
で
こ
の
問
題
が
取
り
上

　

①
昨
年
度
、
真
庭
市
内
に
お
け

る
成
人
男
性
の
予
防
接
種
受
診

率
は
い
か
が
か
。

　

②
今
後
、
周
知
啓
発
を
ど
の
よ

う
に
行
う
か
。

　

①
昨
年
度
、
市
独
自
の
予
防
接

種
の
接
種
率
が
0.3
％
・
13
人
。
今

年
は
５
月
、
６
月
の
２
カ
月
で
、

抗
体
検
査
を
受
け
た
方
が
4.7
％
・

２
カ
月
間
で
204
人
、
う
ち
抗
体
値

が
低
く
て
予
防
接
種
を
受
け
た

方
が
1.0
％
・
44
人
。

　

②
真
庭
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広

報
紙
、
チ
ラ
シ
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
と
い
う

広
報
に
加
え
、
企
業
を
対
象
に
健

康
サ
ポ
ー
ト
出
前
講
座
の
際
に

紹
介
啓
発
を
し
て
い
る
。
医
療
機

関
へ
も
制
度
の
説
明
を
行
い
、
啓

げ
ら
れ
て
、
岡
山
県
知
事
も「
補

助
金
制
度
も
含
め
よ
り
効
果
的

な
普
及
方
法
を
研
究
し
て
い
く
」

と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
県
か
ら
の

ア
ク
シ
ョ
ン
は
あ
っ
た
の
か
。
真

庭
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
も
、

真
庭
市
の
対
応
を
伺
う
。

　

全
国
的
に
も
高
齢
者
の
踏

み
間
違
い
に
よ
る
事
故
防
止

発
等
の
協
力
を
依
頼
し
て

い
る
。

　

学
校
の
統
合
や
廃
校
に

伴
い
、
破
棄
予
定
の
備
品

や
教
材
等
を
必
要
と
す
る

方
に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ

と
で
、
物
を
大
切
に
す
る

心
を
学
び
、
も
っ
た
い
な

い
と
い
う
感
覚
を
再
確
認
す
る

と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
に
埋
も

れ
て
い
る
資
源
を
掘
り
起
こ
す

き
っ
か
け
づ
く
り
に
す
る
た
め

の
イ
ベ
ン
ト「
学
校
リ
サ
イ
ク
ル

市
」
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

　

廃
校
後
の
学
校
備
品
に
つ
い

て
使
え
る
も
の
は
必
要
な
と
こ

ろ
で
活
用
を
し
て
い
る
。地
域
が
、

廃
校
備
品
等
の
活
用
を
し
た
い

意
向
を
お
持
ち
の
と
き
は
、
地
域

の
核
で
あ
っ
た
学
校
の
歴
史
を

踏
ま
え
、
そ
の
活
動
を
応
援
し
て

い
き
た
い
。
地
域
や
市
民
の
方
々

が
主
体
と
な
り
、
地
域
活
性
化
や

再
利
用
を
目
的
と
し
た
取
り
組

み
が
行
わ
れ
る
時
に
は
、
し
っ
か

り
応
援
を
し
て
い
き
た
い
。

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
県

内
で
は
、
過
去
５
年
間
で
516

件
、
真
庭
警
察
署
管
内
で
12
件

の
踏
み
間
違
い
に
よ
る
人
身

事
故
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
装
置
の
支
援
に
前
向

き
に
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
委

員
会
で
対
象
者
や
所
得
な
ど

議
論
し
て
頂
き
た
い
。

　

真
庭
市
は
、
研
究
で
は
な

く
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い

く
。
行
政
用
語
で
研
究
は
検
討

以
下
と
思
う
。
県
に
真
意
を
確

か
め
て
、
積
極
的
に
県
も
検

討
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
実

施
に
向
か
っ
て
や
る
よ
う
に

要
望
し
て
い
く
。

　

風
疹
は
重
症
化
す
る
こ
と
が

あ
る
だ
け
で
な
く
、
妊
娠
初
期
の

女
性
が
か
か
る
と
胎
児
に
ウ
イ

ル
ス
が
感
染
し
、
出
生
後
に
目
や

耳
、
心
臓
な
ど
に
障
が
い
が
生
じ

る
先
天
性
風
疹
症
候
群
を
発
症

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
国
や
自
治

体
は
対
象
者
へ
の
周
知
徹
底
を

進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
以

下
の
点
に
つ
い
て
市
長
に
伺
う
。

問

一目でわかる踏み間違い防止装置

市が発行「風疹啓発パンフレット」

問谷

本

彰

良

踏
み
間
違
い
事
故
防
止

対
応
を

答
太
田
市
長

問妹

尾

智

之

風
疹
の
感
染
拡
大
防
止

答
三
ツ
教
育
長

答
太
田
市
長

物
を
大
切
に
す
る

心
を
学
ぶ
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　８月３日（土）、市内２校４校地の高校生らが議員と

なり、市長や教育長そして幹部職員らに一般質問を行

う「高校生議会」が、真庭青年会議所の主催で、市役所４

階の議場にて開催されました。

　「高校生議会」は、若者に政治への参画意識を高めて

もらうために平成29年より開催されており、今年で３

回目です。高校生議員らは、高校生活の中での身近な問

題を中心に意見や要望を述べました。

　高校生議員：榎本祐一郎、石田貴郁、宮地宗士朗（勝

山高校）　室川大和、本多礼緒奈、村上太郎（真庭高校

落合校地）　川越博文、小谷琴羽、杉村美沙都（勝山高

校蒜山校地）　黒田侑希、里村英輝、中尾涼雅（真庭高

校久世校地）　　　　　　　　　　　　　  （敬称略）

　秋の交通安全県民運動

が、９月21日から30日ま

での10日間、県下一斉に

行われました。期間中、高

齢運転者の事故防止や飲

酒運転の根絶などを重点

目標に、警察や関係団体

と連携して交通マナー向

上を呼びかけました。出

発式では県警音楽隊の演

奏もありました。

　

８
月
19
日
、
美
作
文
化
セ
ン
タ
ー

で
岡
山
県
市
議
会
議
員
研
修
会
が

開
催
さ
れ
、
真
庭
市
議
会
か
ら
15
人

の
議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。講
師
は

元
鳥
取
県
知
事
、
元
総
務
大
臣
、
現

早
稲
田
大
学
公
共
経
営
大
学
院
教

授
の
片
山
善
博
氏
で
し
た
。「
地
方
議

会
の
あ
り
方
」と
題
し
て
、
議
会
改
革

を
行
う
に
は
次
の
３
つ
を
乗
り
越
え

る
と
議
会
も
自
治
体
も
変
わ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
①
市
長
と
手
を
切
る

こ
と
②
議
案
を
よ
り
良
い
結
果
に
直

す
こ
と
③
自
治
体
の
最
高
意
思
決

定
機
関
は
市
長
で
は
な
く
議
会
、と
。

議
員
研
修
会
に
片
山
善
博
氏

交通安全を願う県警音楽隊

GIKAI  NO  UGOKI

議 会

き
の

動
７月 ８月 ９月編

高校生議会

交通事故防止に努める
あいさつする浦上岡山市議会議長

高校生議会終了後の記念撮影

19



議会の動き議会の動き 議会の動き議会の動き 議会の動き議会の動き 議会の動き議会の動き 議会の動き議会の動き

　７月11日、文教厚生常任委員会は、真庭聴覚障害

者コミュニケーションの会「やまなみ」と意見交換を

行いました。田中勝文氏からは、手話を言語として認

めて欲しいという要望を頂きました。議員も、ろう者

のコミュニケーションの歴史や課題を学ぶ良い機会

となりました。

　真庭市議会の活性化を推進するため、平成28

年度に決めた活性化15策について事業の検証

を進めています。議会運営委員会に今年度は中

間報告、令和２年度にまとめの報告ができるよ

う取り組んでまいります。（前列左より、柴田部

会長、山本副部会長、後列左より河本事務局長、

中尾、中元、入澤、長尾部会員）

　９月７日、エスパスホールでの久世地域敬老会を

皮切りに市内７会場で、令和初の真庭市敬老会が

開催されました。今年招待された75歳以上の方は

10,063人で、100歳以上の方は79人でした。それぞ

れの会場で「来年も元気なお姿でお会いしましょう」

とあいさつが飛び交いました。

　９月28日・29日と第２回全国ヨーグルトサミット

が真庭市で開催されました。１日目はシンポジウム

が行われ、蒜山酪農農業協同組合等、５社の取り組み

が発表されました。２日目は、海の市・山の市会場内

でヨーグルトの販売、総選挙も行われました。

　まにわ映像フェスティバルで、６年ぶりに旧遷喬

尋常小学校でアニメ―ションマッピングが開催さ

れました。東京工芸大学の学生が制作したアニメー

ションに８月23日からの３日間で約1,240人の聴衆

が魅了されま

した。牛、はん

ざき、のれん、

桜などが登場

する真庭なら

ではの10分間

でした。

聴覚障害者団体と意見交換 文教

全国のヨーグルトが蒜山に集結

旧遷喬小学校でアニメーション

議
会
活
性
化
推
進
検
証
部
会

Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）の
可
能
性
を
研
究
開
始

令和初の敬老会に１万人をご招待

文教委員とやまなみメンバーが意見交換

ステージで踊りを披露する落合こども園児

のれん、はんざきが映し出されたアニメーション

視察に訪れた小美玉市議会とともに

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
部
会
で
は
７
月
26
日
（
金
）

に
、「
徳
島
発
！
Ａ
Ｉ
要
約
サ
ー
ビ
ス
」と「
自
動

文
字
起
こ
し
に
よ
る
議
事
録
作
成
」
に
つ
い
て

調
査
・
研
究
の
た
め
に
徳
島
県
庁
を
視
察
し
ま

し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
会
議
で
発
言
し
た
内

容
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
Ａ
Ｉ
が
音
声
認
識
、

文
字
起
こ
し
・
文
章
化

す
る
も
の
で
、
50
％

に
要
約
な
ど
指
定
し

た
割
合
へ
の
要
約
も

可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。
真
庭
市
議
会
で
も

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

会
議
録
の
迅
速
な
公

開
、
議
会
事
務
局
職
員

へ
の
負
担
軽
減
に
つ

な
が
る
と
判
断
し
、
研

究
を
開
始
し
ま
し
た
。

ＩＣＴ＝「情報通信技術」

Informat ion

and

Technology

インフォメーション

テ クノ ロ ジ ー

Communic   ation コミュニケーション
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議会の動き議会の動き

　８月１日総務常任委員会では、今年度から配置さ

れた４人の兼任型集落支援員のうち梶川蘭さん(中

和)、前田昭子さん(美甘)、谷本吉照さん(上水田)

３人と意見交換会を行いました。今後は、集落支援員

と一緒に「地域の人・物・文化」をつなぎ、さらに地域

を盛り上げていきたいと思います。

　９月４日、産業建設常任委員会は真庭地区猟友会

との意見交換会を実施しました。有害鳥獣駆除の現

状を聞くとともに、「市民と語る会」の中で多くの意

見があったイノシシ、猿の被害や、活動の中での困難

事例について意見交換を行いました。

　７月23日、鳥取県倉吉市議会との交流会を開催し

ました。議員の交流を深めることと、隣接する地域課

題を共通認識するために行っています。今回は、タブ

レット端末を活用した議会活性化の取り組みについ

て説明し、倉吉市議会も導入を検討するそうです。

議会の動き議会の動き 議会の動き議会の動き 議会の動き議会の動き

総務委員が集落支援員と意見交換

産建委員が猟友会と意見交換

倉吉市議会と真庭市議会が交流

議会の動き

　７月８日～12日、文教厚生常任委員会は、11のこ

ども園と６の保育園と２の幼稚園を訪問しました。事

前に、①園外保育での危険個所やヒヤリハット事例、

②保育士の人員、③早出や遅番体制、④施設整備、

⑤要支援児童の状況の５項目について予め質問を送

り、訪問時に説明を受けました。

　施設面の課題としては、老朽化した建物や備品の

不足の問題。運営上の課題としては、要支援児童が

増加傾向にあり、保育士の配置数の問題、任期付職

員の増加等の問題がありました。文教厚生常任委員

会は、早速課題を取りまとめ、古南議長を通じて担当

の子育て支援課へ意見を提出しました。

北房こども園 17園を訪問等

GIKAI  NO  UGOKI

議 会

き
の

動
７月 ８月 ９月編

富原保育園で園長の説明を聞く文教委員

若い力で地域を元気に

有害鳥獣について議論

説明する小田ＩＣＴ化推進部会長
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市民の広場

広
報

議
会

　

Ｍ
Ｉ
Ｔ
を
視
聴
し

ま
す
と
、
議
長
は
市
長

を
「
太
田
昇
君
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。な
ぜ「
太

田
昇
さ
ん
」
と
呼
ば
な

い
の
で
す
か
？

　
「
参
議
院
先
例
録
」

に
、「
互
い
に
敬
称
と
し

て
「
君
」
を
用
い
る
」
と

な
っ
て
お
り
、
真
庭
市

議
会
も
そ
れ
に
な
ら
っ

て
い
ま
す
。

　

古
南
議
長
に
確
認
す

る
と
、「
私
が
議
長
の
間

は
『
君
』
で
呼
び
ま
す
」

と
の
こ
と
で
す
。

双子のコスモス　山本庭

防災訓練で活躍したレスキュー隊　広報委員

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

あ

い

さ

つ

　大阪から引っ越してきて８年、

福祉や子育て、移住のことなど

見えるだけでも課題が沢山ある

中で集落支援員になり、もっと地

域に関わりたい思いでいます。で

すが、一人の力には限界がありま

す。今後も美甘に住み続けるため

に未来を見据えた地域づくりに

関わってくれる仲間の輪を広げ

たいと考えています。

仲間の輪を広げたい

真庭市集落支援員
前田　昭子さん

　意見交換の時には、私達の耳

が聞こえないことを広めるため

に、色々なことを説明しました。

お互いに理解が深まりました。

私達は、手話言語条例の制定に

向けて動いてほしいと思ってい

ます。手話を理解してもらい、小

学校や中学校、そして市民みん

なに手話を広めて欲しいです。

市民に手話を広めて欲しい

真庭市聴覚障害者
コミュニケーションの会

やまなみ
田中　勝文さん

　我々猟友会の活動は無事故

無違反が一番大事で、有害鳥獣

駆除は社会貢献として行ってい

ます。猟友会の会員は減少や高

齢化が進んでおり、特に猟銃を所

持する会員が減っています。猟銃

に対する規制は厳しく、有害鳥獣

駆除に関する銃規制緩和につい

て、ぜひ広く議論いただきたい。

有害鳥獣駆除は社会貢献

真庭地区猟友会
会長

山本　健二さん

市民と議会の信頼関係を築く広報

▼

秋
の
神
庭
の
滝
　
洗
耳

夏の神庭 ▼

の滝　KE

フラワーアレンジメント　Yuー

ふろしきアート　エコ姉さん

鹿田踊り　踊り手募集　M.O

ガラス美術館 （19）

きょうりゅうだ！　ティラノサウルス 蒜山に行きました　和田家

HAPPY HALLOWEEN▶

ハ
ガ
キ
と
お
し
ゃ
べ
り
・・・

　50号だから高校生50人に聞きました「議員になっ

たらやってみたいこと」以来、議会改革と並行し、広

報改革に取り組んできました。先生は日本広報協会

です。令和を記念して「真庭市議会だより」から「議会

広報まにわ」へ改名しました。

　広報（パブリックリレーション）の語源どおり、市

民と議会の信頼関係を築くため、広報紙を発行して

います。ぜひ読んでください。市民の広場、議会クイ

ズにもご参加を！どうぞよろしくお願いします。

議会広報編集特別委員会　委員長　氏平　篤正
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▶
議
長
室
の
看
板

市民の広場

　

９
月
議
会
市
長
諸
報
告
の
中
で
あ
っ
た

喜
ば
し
い
話
題
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
勝
山
高
校
蒜
山
校
地
馬
術
部
が
全
日
本

高
校
馬
術
競
技
大
会
、
全
日
本
高
校
馬
術

選
手
権
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

▼
真
庭
高
校
久
世
校
地
が
日
本
学
校
農
業

ク
ラ
ブ
連
盟
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

▼
ス
ポ
レ
く
せ
Jr.
綱
引
部
が
全
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
・
ユ
ー
ス
綱
引
選
手
権
大
会
、
男
子

ジ
ュ
ニ
ア
320
㎏
以
下
の
部
で
準
優
勝
し
ま

し
た
。

▼
真
庭
市
消
防
本
部
救
助
隊
員
が
全
国
消
防

救
助
技
術
大
会「
は
し
ご
登
は
ん
」
の
部
で
最

優
秀
賞
（
全
国
１
位
）
を
獲
得
し
ま
し
た
。

MANIWA

ここは市民みんなでつくるページです
楽しい気持ちでご参加ください

SHIMIN
NO

HIROBA

市民
広場

の

あかり100日100日　武京 バードカービング　國米佐智夫
　バースデー
カード　一朗

吉念仏踊 先祖供養　松下 フラワーアレンジメント　Yuー

からふる～　大本麻衣子 ふろしきアート　エコ姉さん

赤い金魚　kyo

BO　絵画、イラスト、書、写真などを募集して

います。住所、氏名、電話番号を書いてくだ

さい。ペンネームを希望される場合も連絡

先と氏名が書いてあることが必要です。

　「投稿！言いたい」は200字以内にまと

め、ご応募ください。文責として氏名を掲

載します。誹謗中傷等の内容や紙面の都

合上、掲載できない場合があります。集 応募先 真庭市議会

宛先:24ページの緑帯欄に記載しています

喜
ば
し
い
話
題
４
つ

じいじの手仕事　村松五郎
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　正解者の中から２人に「やまのいも銀沫」が当

たります。はがきに答えとあなたの住所・氏名を

本ページ緑欄に記載している真庭市議会までお送

りください。当選者の発表は商品の発送をもって

代えさせていた

だきます。締切

は11月29日（金）

です。

　前号の応募総

数は40通で、正

解者40人でした。

ご応募ありがと

うございました。

12
本
会
議（
開
会・提
案
説
明
）

本
会
議（一般
質
問
）

本
会
議（一般
質
問
）

本
会
議（一般
質
問・議
案
質
疑
）

　
　
　
　
　
　
　
　

  

常
任
委
員
会

　
　
　
　

  

予
算
審
査
特
別
委
員
会

本
会
議（
委
員
長
報
告
、採
決
、閉
会
）

３
日

6
日

９
日

10
日

12
日

17
日

24
日

12
月

　12月定例会の請願と陳情の受付は、11月29

日（金）までです。

　来年３月定例会の締切は１月31日(金)

　　　６月定例会の締切は５月29日(金)

　　　９月定例会の締切は８月31日(月)

までです。様式などの問い合わせは議会事務

局までお願いします。ただし、土日祝祭日等の

市役所の閉庁日は除きます。

　市政などについての意見や要望があるとき

は、誰でも請願や陳情を議会に提出すること

ができます。

　請願は、議員の紹介を必要とするのに対し、

陳情の場合は議員の紹介は必要ありません。

（
火
）

（
金
）

（
月
）

（
火
）

（
木
）

（
火
）

（
火
）

12月定例会の請願・陳情は
11月29日㈮まで

ふるさと
１ 枚

高さ15ｍの湯原クライミングセンターリード壁　建
物内に高さ４ｍの室内
壁があり今人気です

月
定
例
会
の

日
程

お知らせお知らせ

●
会
議
は
通
常
午
前
９
時
30
分
に
開
会
し
ま
す
。

●
正
式
に
は
11
月
25
日
の
議
会
運
営
委
員
会
で

　
決
定
し
ま
す
。

９月１日、関東大震災
にちなみ昭和35年
に制定されたのは、

○○の日“ ”

議会改革 新たなステージへ

まにわまにわ市   章

真庭市議会広報 第58号第58号
11月１日発行

令和元年［2019年］
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真
庭
市
議
会
広
報

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
が
平
成
30

年
９
月
議
会
か
ら
試
験
的

に
導
入
さ
れ
て
始
ま
っ
た
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
議
会
か
ら

早
い
も
の
で
１
年
が
経
ち

ま
し
た
。

　

導
入
前
は
、
増
え
続
け
る

資
料
の
山
に
整
理
が
追
い

つ
か
ず
、
紙
に
埋
も
れ
て
し
ま
う
悪
夢
に
魘う

な

さ
れ

た
こ
と
が
、今
で
は
嘘
の
よ
う
で
す
。

　

導
入
時
は
、
議
員
の
年
齢
差
が
親
子
以
上
も
あ

り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
操
作
で
き
る
の
か
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
個
人
的
に
パ
ソ
コ
ン
教
室
に
通
う
な

ど
努
力
を
し
て
操
作
を
マ
ス
タ
ー
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
通
告
書
や
議
会
広
報
の
原
稿
等
の
議
会

事
務
局
と
の
や
り
と
り
も
、
全
て
電
子
化
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

　

誰
一
人
と
し
て
取
り
残
す
こ
と
な
く
、「
チ
ー
ム

真
庭
市
議
会
」
と
し
て
新
た
な
る
目
標
に
向
か
っ

て
、
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

（
文
：
谷
本
）

クイズ
議  会

16
日（
月
）

13
日（
金
）

18
日（
水
）

やまのいも銀沫

タブレット導入から１年

表
紙 

モ
デ
ル
谷
本
、

写
真
、氏
平
が
担
当
し
ま
し
た
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